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たなか　としひろ

（田中　俊洋）

　この資料は、尾張を代表する博物家で日本の理学博士第一号でもある伊藤圭介

が収集した、魚類に関する研究資料の雑纂である（錦 は圭介の号）。前ページの

図はその中の一品で、色や姿から考えてアカヤガラ（現在の学名：Fistularia 

petimba）という魚であろう。一方、鉛筆で「Fistularia tabacaria 　Dr. von 

Siebold」と書かれたサインは、江戸時代に来日したドイツ人医師シーボルト（Philipp 

Franz von Siebold）による直筆の書き入れであり、「この魚の学名はF. tabacaria

であると認める」という趣旨の鑑定書きである。ここでは、この鑑定書きが生ま

れた背景に触れてみたい。

　来日後ずっと長崎の出島に滞在していたシーボルトは、文政９（1826）年春、

オランダ商館長の将軍表敬（江戸参府）に際し医師として随行することになる。

この旅すがら日本の自然誌や文化を調査することが、彼の大きな目的であった。

というのも、当時は外国人の行動が厳しく制限されており、江戸参府は日本につ

いての見聞を広める千載一遇の機会だったのである。彼はこの機会に最大限の研

究成果をあげるべく、周到な前準備をし、数々の参考書を携えてこの旅行に臨ん

だ。

　参府の途上、シーボルトは宮（現在の名古屋市熱田区）で圭介らと面会する。

そこで彼らは博物談義に大いに花を咲かせ、圭介らが持参した様々な日本産動植

物の標本や画図について語り合った。シーボルトは日本の珍しい動植物を目にす

ることができたし、一方の圭介らは動植物の鑑定を依頼し、西洋の見識を得るこ

とができた。双方にとって大変意義深い交流となったのである。そして、シーボ

ルトのこの日の日記に「５フィートもあるヤガラの図が目を惹いた」旨が明記さ

れている。すなわち前ページの図はこのときに披露され、鑑定されたものと推定

できる。シーボルトは宿泊先に向かう道中も、駕籠にゆられつつ嬉々として動植

物の鑑定作業を進めた。彼は駕籠のことを”空飛ぶ小さな研究室”と表現し、「揺

れになれてしまえば、駕籠の中でも書き物ができる。硬い鉛筆ならより快適に書

くことができ、この旅における私の研究を楽にした」旨を書き残している。件の

鑑定書きは、駕籠の中または宿泊先の本陣で書かれたものであろう。

　その後、このヤガラ図は圭介から孫の篤太郎の手に渡り、昭和10年に東京科学

博物館で開催された「シーボルト資料展覧会」に出品された。現在は当館の書庫

でひっそりと眠っているが、当時の東西間学術交流を今に伝える瑞々しさはいさ

さかも失われていない。

＜請求記号　寄別11―11＞　21冊のうち第15冊所収

肖像は江戸滞在当時のシーボルトを岩崎灌園がスケッチしたもの。

（『シーボルト肖像』＜特１―3284＞ より）

きん か　ぎょ ふ
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国
立
国
会
図
書
館
は
、
国
民
の
期
待
を
受
け
、
ま
た
情
報
環
境
の

大
き
な
変
化
に
対
応
し
、
こ
の
数
年
来
国
会
の
理
解
を
得
つ
つ
サ
ー

ビ
ス
を
大
幅
に
改
善
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
先
ご
ろ
一
部
の
報
道
で
当
館
の
業
務
に
つ
い
て
、
国
会

議
員
の
立
法
、
調
査
活
動
の
補
佐
が
本
来
業
務
で
あ
る
が
、
資
料
の

収
集
、
整
理
や
一
般
へ
の
閲
覧
な
ど
も
行
い
、
最
近
は
関
西
館
、
国

際
子
ど
も
図
書
館
が
開
館
し
た
、
こ
の
ほ
か
電
子
化
に
も
取
り
組
む

な
ど
本
来
業
務
以
外
の
業
務
を
拡
大
し
て
い
る
と
す
る
誤
っ
た
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

立
法
補
佐
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
確
か
に
当
館
の
第
一
の
任
務
で

す
が
、
国
立
図
書
館
と
し
て
の
機
能
も
ま
た
国
立
国
会
図
書
館
法
に

定
め
ら
れ
た

｢

本
来
業
務｣

で
す
。
ま
た
、
両
機
能
は
共
通
の
基
盤

の
上
に
不
可
分
の
関
係
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
こ
で
改
め
て
、
こ
の
数
年
来
の
国
立
国
会
図
書
館
の
改
革
、
サ
ー

ビ
ス
強
化
の
大
略
を
説
明
し
、
当
館
の
任
務
に
つ
い
て
理
解
を
得
た

い
と
思
い
ま
す
。

収
集
資
料

国
会
そ
し
て
国
民
の
た
め
に

国
立
国
会
図
書
館
は
、｢

真
理
が
わ
れ
ら
を
自
由
に
す
る｣

と
い
う

理
念
の
下
、
国
会
の
図
書
館
・
立
法
補
佐
機
関
と
し
て
、
ま
た
、
我

が
国
の
中
央
図
書
館
と
し
て
、
国
会
、
行
政･

司
法
各
部
門
お
よ
び

国
民
に
奉
仕
し
て
き
ま
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
が
そ
の
使
命
を
十
全
に
果
た
す
た
め
に
は
、
図

書
館
資
料
の
収
集
と
組
織
化
に
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
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の
機
関
が
発
行
し
た
出
版
物
は
公
用
お
よ
び
国
際
交
換
の
た
め
に
、

ま
た
民
間
の
出
版
物
は
、
文
化
財
の
蓄
積
お
よ
び
そ
の
利
用
に
資
す

る
た
め
に
、
国
立
国
会
図
書
館
法
に
よ
っ
て
納
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す

(

納
本
制
度)

。
国
会
の
審
議
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ぶ

た
め
、
納
本
の
ほ
か
購
入
、
国
際
交
換
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
収
集

し
整
理
さ
れ
た
八
四
〇
万
冊
の
図
書
、
一
九
万
種
の
雑
誌
・
新
聞
な

ど
、
全
所
蔵
資
料
が
国
会
へ
の
奉
仕
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
、

こ
れ
ら
は
、
我
が
国
の
文
化
を
支
え
る
国
民
共
有
の｢

情
報
資
源｣

で

も
あ
り
ま
す
。

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

近
年
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
に
よ
っ
て
、
情
報
流
通
の
在

り
方
が
激
変
し
て
い
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
は
、
こ
の
環
境
の
変

化
に
対
応
し
、
国
会
お
よ
び
国
民
に
対
し
迅
速
・
的
確
な
情
報
提
供

に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
国
会
向
け
に
は
特
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

調
査
の
窓｣

を
設

け
、
立
法
に
資
す
る
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
平
成
一
四
年
以
来
、
国
立
国
会
図
書
館
の
施
設
に
来
館
す

る
こ
と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

(

国
立

国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム)

を
用
い
て
、
全
国
・
世

界
の
ど
こ
か
ら
で
も
、
い
つ
で
も
、
当
館
の
蔵
書
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
収
載
す
る
デ
ー

タ
は
雑
誌
記
事
索
引
を
含
め
一
、五
〇
〇
万
件
以
上
。
住
所
・
氏
名

等
を
登
録
し
た
利
用
者
は
、
論
文
等
の
複
写
を
申
し
込
み
、
郵
送
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
、
明
治
期
の
出
版
物
約

一
三
万
冊
を
提
供
す
る｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

、
国
内
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
広
く
案
内
す
る

｢

デ
ー
タ
ベ
ー
ス･

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン･

サ
ー
ビ
ス｣

、
ウ
ェ
ブ
情
報
を
保
存
す
る｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資

源
選
択
的
蓄
積
実
験
事
業｣

、
江
戸
期
以
前
の｢

貴
重
書
画
像
デ
ー
タ

ベ
ー
ス｣

な
ど
の
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

｢

文
化
資
産｣

に
な
っ
て
お
り
、

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
一
日
平
均
一
五
、〇
〇
〇

件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
情
報
入
手
の
窓
口
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

関
西
館
・
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
開
館

平
成
一
二
年
に
国
際
子
ど
も
図
書
館
が
開
館
し
、
平
成
一
四
年
に

は
関
西
館
が
開
館
し
ま
し
た
。
以
降
国
立
国
会
図
書
館
は
東
京
本
館

と
こ
れ
ら
の
施
設
が
一
体
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

関
西
館
は
、
中
央
の
図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
東
京
本
館
と
分
か
ち

合
い
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
図
書
館
協
力
事
業
、
遠
隔
利

用
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
機
能
、
ア
ジ
ア
情
報
の
蓄
積
発
信
な
ど
を
担
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
子
ど
も
の
本
に
関
す

る
広
範
な
調
査
・
研
究
を
支
援
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
関
西
館
や
国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
国
会
議
員

と
国
民
の
強
い
期
待
を
受
け
て
設
置
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。
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図
書
館
と
の
連
携
協
力

国
立
国
会
図
書
館
は
国
の
中
央
図
書
館
と
し
て
、
内
外
の
図
書
館

と
連
携
し
、
情
報
資
源
の
共
有
化
と
利
用
を
促
進
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
近
年
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
全
国
の
図
書
館

の
連
携
の
強
化
と
共
通
の
基
盤
形
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成
一
〇

年
か
ら
全
国
の
公
共
図
書
館
が
参
加
す
る
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
を
開
始
し
、
約
三
、〇
〇
〇
万
件
の
書
誌
情
報
を
全
国
の
公
共

図
書
館
が
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
一
六
年
度

に
は
全
国
三
九
〇
の
公
共
・
大
学
・
専
門
図
書
館
が
参
加
し
、
図
書

館
の
質
問
回
答
デ
ー
タ
を
集
積
・
活
用
す
る
と
と
も
に
広
く
公
開
す

る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

開
館
日
・
開
館
時
間
の
拡
大

国
立
国
会
図
書
館
は
来
館
者
に
対
す
る
館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
も
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
一
〇
月
か
ら
東
京

本
館
で
、
祝
日
を
除
く
す
べ
て
の
土
曜
・
月
曜
の
開
館
、
平
日
の
利

用
時
間
の
二
時
間
延
長
を
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
開
館
時
間

数
は
年
間
で
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
、
利
用
者
の
ゆ
と
り
あ
る
利

用
、
来
館
者
数
・
利
用
冊
数
の
大
幅
増
を
み
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ

ス
テ
ム
化
に
よ
っ
て
入
館
か
ら
資
料
の
利
用
に
至
る
一
連
の
手
続
き

が
効
率
化
さ
れ
、
利
用
者
の
利
便
性
が
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。

評
価
制
度
の
導
入

関
西
館
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
開
館
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
、
東
京
本
館
で
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
な
ど
平
成
一
四

年
度
ま
で
に
達
成
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
基
に
、
継
続
的
に
業
務

改
善
に
取
り
組
む
た
め
、｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

を
公
表
し
ま
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
当
館
の
使
命
と
役
割
を
明
確

に
示
す
と
と
も
に
、
当
館
が
取
り
組
む
べ
き
中
長
期
的
な
基
本
方
針

を
示
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
評
価
制
度
を
導
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
館
の
活
動
・
事
業
の
適
正
な
運
営
と
、
国

の
機
関
と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
点
領
域
に
対
応
し
た
重
点
目
標
を
設
定
す
る
と

と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
保
証
す
る
サ
ー
ビ
ス
基
準
も
設
定
し
ま

し
た
。
目
標
お
よ
び
評
価
は
公
表
し
、
毎
年
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
と
併
せ
、
業
務
改
善
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
以
上
の
全
業
務
、
サ
ー
ビ
ス
を

九
三
四
名
の
職
員
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
主
要
国
で
は
、

米
国
議
会
図
書
館
―
四
、
一
〇
〇
名
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
―

二
、七
〇
〇
名
、
英
国
図
書
館
―
二
、三
〇
〇
名
で
す
。
新
規
事
業
だ

け
で
な
く
、
こ
の
一
〇
年
で
国
会
議
員
へ
の
調
査
回
答
が
一
・
七
倍
、

図
書
の
整
理
数
が
一
・
八
倍
、
遠
隔
複
写
サ
ー
ビ
ス
が
一
〇
倍
と
な

り
ま
し
た
。
当
館
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
既

存
業
務
の
見
直
し
を
常
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
は
、
引
き
続
き
効
率
的
な
経
営
を
旨
と
し
つ
つ
、

国
会
、
行
政
・
司
法
各
部
門
、
国
民
へ
の
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

(

総
務
部
企
画
課)
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ア
ジ
ア
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
等
会
議
お
よ
び
公
開
セ
ミ
ナ
ー

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
昨
年
一
二
月
七
日
に

｢

ア
ジ
ア
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／

Ｐ
Ａ
Ｃ

(

国
際
図
書
館
連
盟
資
料
保
存
コ
ア
活
動)

セ
ン
タ
ー
長
等
会
議｣

を
開
催
し
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
一
二
月
六
日
に

｢

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波

の
被
災
に
関
す
る
公
開
セ
ミ
ナ
ー｣

を
開
催
し
た
。
図
書
館
を
と
り
ま
く
環

境
の
変
化
に
伴
い
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
資
料
保
存
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
ニ
ー
ズ
に
加
え
て
新
た
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
起
き
て
い
る
。
ま
た
、

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
コ
ア
活
動
も
、
地
域
の
再
組
織
化
を
図
り
活
動
を
活
性

化
す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
で
は
中
国
地
域
セ
ン
タ
ー
に
続
い
て
、
東
南
ア
ジ
ア

ま
た
は
南
ア
ジ
ア
に
も
新
た
な
地
域
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
長
等
会
議
で
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
新
た
な

地
域
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
伴
う
役
割
分
担
、
セ
ン
タ
ー
間
の
協
力
に
つ
い
て

論
議
す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
の
保
存
ニ
ー
ズ
を
明
確
に
し
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／

Ｐ
Ａ
Ｃ
コ
ア
活
動
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー

は
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
が
た
っ
た
の
で
、
被
災

国
か
ら
講
師
を
招
き
、
被
災
状
況
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
防
災
意
識
を
高
め

る
と
と
も
に
、
日
本
や
そ
の
他
の
国
々
が
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

協
力
す
る
形
で
、
今
後
、
復
興
支
援
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
国
際
貢
献
が
で

き
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
た
。

以
下
に
、
両
会
合
の
あ
ら
ま
し
を
報
告
す
る
。

541号／2006④国立国会図書館月報 ― 4―

公開セミナーおよびセンター長等会議出席者

右からラフマナンタ､ 李､ 厳､ ロイド､ バーラモフ､
アマラシリ､ 那須の各氏



当
館
東
京
本
館
の
新
館
講
堂
に
お
い
て
、
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
一
六
八
名
の
参
加
者
を
得
た
。
吉
永
元
信
収
集
部
長
に
よ
る
開

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
講
演
・
報
告
な
ら
び
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

以
下
に
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

■
基
調
講
演
■

｢

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て｣

マ
リ
ー
＝
テ
レ
ー
ズ
・
バ
ー
ラ
モ
フ
氏
(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／

Ｐ
Ａ
Ｃ
国
際
セ
ン
タ
ー
長
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館)

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
、
一
七
七
の
国
立
図
書
館
を
対
象
に
行
っ

た
防
災
計
画
に
関
す
る
調
査
結
果
が
、
二
〇
〇
四
年
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
大
会
で
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
結
果
と
カ
リ
ブ

地
域
で
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
開
催
し
た
三
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
の
議
論
を
ふ
ま
え

て
、
新
た
に
防
災
計
画
に
関
す
る
基
礎
的
で
実
用
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ
は
二
〇
〇
六
年
に
三
か
国
語

(

英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語)

で
刊
行
さ
れ
る
。＊

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
保
護
の
た
め
の

条
約
が
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
、
一
九
五
四
年
に
ハ
ー
グ
で

議
定
書
と
と
も
に
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
九
年
三
月
に
ハ
ー

グ
で
開
か
れ
た
外
交
会
議
で
第
二
議
定
書
が
採
択
さ
れ
、
文
化
財
の

保
護
が
よ
り
強
化
さ
れ
た
。

世
界
の
文
化
遺
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ハ
ー
グ
条
約
の
趣
旨
を
受
け
一
九
九
六
年
に
設
立
さ
れ
た
ブ
ル
ー
シ
ー

ル
ド
国
際
委
員
会

(

Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｓ)

は
、
博
物
館
、
美
術
館
、
文
書
館
、

史
跡
、
図
書
館
を
包
含
し
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
赤
十
字
が
人
道
的
な
目
的
の
た
め
に
行
っ
て
い
る

こ
と
を
文
化
遺
産
の
た
め
に
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、

多
く
の
国
々
で
ブ
ル
ー
シ
ー
ル
ド
国
内
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
ま
た

設
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
は
、
被
害
の
調
査
、
被
害
へ
の
対
応
・
復

旧
に
必
要
な
資
金
を
提
供
す
る
手
段
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ス
マ
ト
ラ

沖
地
震
・
津
波
に
よ
る
大
規
模
な
被
災
を
契
機
に
作
成
さ
れ
た

｢

Ｉ

Ｆ
Ｌ
Ａ
復
興
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ｣

は
、
復
興
ニ
ー
ズ
を
支
援

す
る
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
仕
組

み
の
本
質
を
な
す
の
が
国
内
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
基
金
等
の
資
源
で
あ
る
。

私
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ル
ド
日
本
委
員
会
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
を
、

ま
た
、
ハ
ー
グ
条
約
と
二
つ
の
議
定
書
に
日
本
政
府
が
批
准
す
る
こ

と
を
、
そ
し
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
復
興
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
日
本
基

金
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

＊
防
災
計
画
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

541号／2006④ 国立国会図書館月報― 5―

公
開
セ
ミ
ナ
ー

｢

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
に
よ
る
文
書
遺
産
の
被
災
と
復
興
支
援｣

井

坂

清

信



■
報
告
■

｢

ア
チ
ェ
州
に
お
け
る
図
書
館
と
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

の
復
興
・
再
建
計
画｣

ダ
デ
ィ

Ｐ
・
ラ
フ
マ
ナ
ン
タ
氏

(

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
図
書
館
長)

二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
六
日
の
朝
、

五
分
位
の
ご
く
短
い
時
間
に
、
ほ
ぼ

一
五
万
人
の
人
命
、
建
物
、
財
産
が

失
わ
れ
た
。
ア
チ
ェ
地
域
の
約
九
〇

パ
ー
セ
ン
ト
が
壊
滅
状
態
に
陥
っ
た
。

破
壊
さ
れ
た
地
域
図
書
館
、
公
共
図

書
館
、
学
校
図
書
館
、
大
学
図
書
館

等
の
再
建
に
は
長
い
時
間
が
か
か
る

で
あ
ろ
う
。

ア
チ
ェ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
稀
覯
本
・
自
筆
本
等
の
す
べ

て
が
失
わ
れ
た
。
他
の
多
く
の
図
書

館
も
、
人
材
・
建
物
・
備
品
・
蔵
書

が
被
災
し
た
。
地
震
の
前
後
を
写
真

で
比
較
す
る
と
、
そ
の
被
害
の
凄
ま

じ
さ
が
よ
く
分
か
る
。
こ
れ
は
移
動

図
書
館
の
車
で
あ
る
が
、
一
キ
ロ
も

流
さ
れ
、
ご
覧
の
よ
う
に
駄
目
に
な
っ

て
し
ま
っ
た

(

写
真)

。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
、
こ
れ
ま
で

｢

ツ
ナ
ミ｣

と
い
う
言
葉
は
広
く
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
経
験
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
が
そ
の
恐
ろ
し

さ
を
知
っ
た
。

現
在
、
ア
チ
ェ
再
建
の
た
め
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
韓
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

国
連
高
等
難
民
弁
務
官
事
務
所
、
ト
ル
コ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

等
各
国
政
府
関
係
機
関
や
様
々
な
企
業
か
ら
援

助
を
受
け
、
す
で
に
図
書
館
職
員
の
補
充
、
建

物
や
施
設
の
再
建
、
備
品
や
図
書
の
購
入
・
整

備
、
防
災
計
画
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
等
の
具
体
的
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
い
る
。
復
興
に
向
け
て
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な

現
金
の
寄
付
や
図
書
の
寄
贈
等
を
是
非
と
も
お

願
い
し
た
い
。

■
報
告
■

｢

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
図
書
館
の

津
波
被
害

再
建
の
プ
ロ
セ
ス
と
課
題｣

ウ
パ
リ
・
ア
マ
ラ
シ
リ
氏

(

ス
リ
ラ
ン
カ
国
立
図
書
館
長)

二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
起
こ
っ
た
イ
ン
ド
洋

津
波
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
物
理
的
な
被
害
は
海
岸
付
近
に
限
ら

れ
て
は
い
る
も
の
の
、
経
済
面
を
は
じ
め
と
す

る
社
会
基
盤
へ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。
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学
校
図
書
館
や
公
共
図
書
館
の
受
け
た
被
害
も
深
刻
で
あ
る
。
海

岸
付
近
の
一
八
二
の
学
校
図
書
館
が
津
波
に
よ
っ
て
倒
壊
す
る
な
ど
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
地
方
自
治
体
運
営
の
公
共
図
書
館
で
は
、

五
〇
近
く
の
施
設
が
被
災
し
た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
団
体
図
書
館
、

寺
院
図
書
館
、
専
門
図
書
館
、
私
設
図
書
館
も
津
波
の
被
害
に
さ
ら

さ
れ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
国
立
図
書
館
と

ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
委
員
会
は
、
政
府
、
ユ
ネ

ス
コ
、
国
内
外
に
わ
た
る
支
援

者
、
地
域
の
図
書
館
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
、
多
く
の
関
係
団
体

の
支
援
を
受
け
、
被
災
図
書
館

に
対
す
る
回
復
・
再
建
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
着
手
し
た

(

写
真)

。

再
建
に
あ
た
っ
て
は
、
用
地
の

確
保
、
適
切
な
建
築
計
画
の
立

案
、
資
金
の
獲
得
や
、
政
治
家
・

官
僚
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
働
等
が

お
も
な
課
題
で
あ
る
。

す
で
に
具
体
的
な
援
助
も
進
ん
で
お
り
、
図
書
館
資
料
・
家
具
・

備
品
・
保
存
箱
等
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
や
図
書

館
員
向
け
の
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
子
供
向
け
の
特
別
出

版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
始
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
復
旧
と
再
建
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
セ
ス
が
、
我
々
に
と
っ
て
有
意
義
な
経
験
に

な
る
だ
ろ
う
。

■
報
告
■

｢

一
歩
前
へ

ア
チ
ェ
に
お
け
る
被
災
文
書
の
修
復
活
動｣

坂
本

勇
氏

(

有
限
会
社
東
京
修
復
保
存
セ
ン
タ
ー
代
表)

代
読

岡
村
光
章

(

国
立
国
会
図
書
館

収
集
部
収
集
企
画
課
長)

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
一
〇
年
の
記
念
の
日
で
あ
る
二
〇
〇
五
年

一
月
一
七
日
に

｢

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
大
津
波
被
災
文
化
遺
産
救

済
支
援
五
人
委
員
会
ア
ピ
ー
ル｣

を
、
五
人
の
メ
ン
バ
ー(

青
木
繁
夫
、

安
藤
正
人
、
高
山
正
也
、
斎
藤
照
子
、
坂
本
勇)

の
連
名
で
出
し
、

二
月
三
日
に
は
第
二
次
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
出
し
直
し
た
。
こ
の
五
人

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
被
災
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
、
活
動

ス
タ
ー
ト
段
階
で
の
最
も
重
要
な
作
業
と
な
っ
た
。
募
金
な
ど
で
は

時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
ト
ヨ
タ
財
団
に
折
衝
し
、｢

緊
急
調
査
・

物
資
調
達
助
成｣

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
公

文
書
館
、
国
立
図
書
館
の
各
館
長
と
、
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
協
議

し
、
ま
た
、
旧
知
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
研
究
者
を
緊
急
支
援
し
、
外

国
人
で
は
難
し
い
現
地
調
査
を
い
ち
早
く
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

手
弁
当
で
の
活
動
の
限
界
を
当
初
か
ら
見
越
し
、
あ
る
段
階
で
公

的
機
関
等
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
現
在
坂
本
が
係
わ
っ

て
い
る

｢

ア
チ
ェ
津
波
災
害
被
災
土
地
台
帳
修
復
支
援｣

事
業
は
、

日
本
政
府
が
数
億
円
の
費
用
を
投
入
し
て
行
っ
て
い
る
活
動
で
、

二
〇
〇
六
年
夏
ま
で
継
続
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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今
回
の
津
波
で
は
、
多
く

の
貴
重
な
資
料
が
一
旦
救
出

さ
れ
な
が
ら
、
修
復
専
門
家

の
不
足
に
よ
り
永
遠
に
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
水

に
よ
る
被
害
の
場
合
に
重
要

な
緊
急
排
水
や
除
湿
等
の
処

置
を
、
二
四
時
間
以
内
に
行

え
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

(

写
真)

。
こ
う
し
た
失
敗
の

反
省
の
上
に
、
一
歩
で
も
前

に
現
実
的
・
実
践
的
活
動
に

踏
み
出
し
て
行
き
、
人
材
派

遣
体
制
を
確
立
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■
報
告
■

｢

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
の
最
近
の

活
動
に
つ
い
て｣

那
須

雅
煕

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
ア
ジ
ア
地
域

セ
ン
タ
ー
長
、
国
立
国
会
図
書
館
収
集
部
司
書
監)

ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
防
災
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
協
力
し
、
活
動
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
最

近
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ル
ド
の
理
念
や
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
復
興
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
、
復
旧
支
援
活
動
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
担
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
地
震
・
津
波
に
関
し
て

は
、
被
災
国
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
情
報
提
供
等
の
面
で
課

題
を
残
し
た
。
今
年
に
な
っ
て
国
内
で
は
、
文
化
庁
と
外
務
省
で
、

ハ
ー
グ
条
約
の
批
准
と
国
内
法
整
備
に
向
け
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
基
金
設
立
は
現
状
で
は
困
難

と
思
わ
れ
る
が
、
一
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
形
成
さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
の
機
能
・
役
割
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ

の
戦
略
計
画
や
協
定
書
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
、
地
域
内
の
保
存
ニ
ー

ズ
や
要
望
等
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
こ
の
二
、
三
年
は
、
①
ア
ジ
ア
諸

国
の
保
存
機
関
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
、
②
ネ
パ
ー
ル

国
立
図
書
館
へ
の
保
存
協
力
の
実
施
、
③
日
中
韓
の
保
存
協
力
の
推

進
等
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

質
疑
応
答
の
前
に
、
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ロ
イ
ド
氏

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／

Ｐ
Ａ
Ｃ
オ
セ
ア
ニ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
長
代
理)

か
ら
、

地
域
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
コ
ー
リ
ン
・
ウ
ェ
ブ
氏
が
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

に
寄
せ
た
コ
メ
ン
ト
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
概
要
は
、｢

今
回
の
津

波
被
害
へ
の
対
応
で
は
い
く
つ
か
課
題
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
が
、
そ
の
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ブ
ル
ー
シ
ー
ル
ド
委
員
会
が
設
置

さ
れ
た
の
で
、
今
後
は
も
っ
と
効
果
的
な
援
助
が
可
能
と
な
る
だ
ろ

う｣

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
質
疑
応
答
で
は
、
国
立
公
文
書
館
か
ら
、
展
示
会
で
募
金

を
行
い
、
四
月
に
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
で
の
講
演
の
た
め
に
来

日
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
公
文
書
館
長
に
寄
付
を
し
た
と
い
う
報
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告
が
あ
っ
た
ほ
か
、
ハ
ー
グ
条
約
に
基
づ
く
武
力
紛
争
の
際
の
軍
隊

の
文
化
遺
産
保
護
活
動
、
市
民
レ
ベ
ル
の
支
援
活
動
、
東
京
外
国
語

大
学
ア
チ
ェ
文
化
財
復
興
支
援
室
の
活
動
、
日
中
韓
の
保
存
協
力
等

に
つ
い
て
、
回
答
・
報
告
・
意
見
等
が
述
べ
ら
れ
た
。

な
お
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録
集
は
、
後
日

『

図
書
館
研
究
シ
リ
ー

ズ』

に
掲
載
し
、
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

＊
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
全
文
を
当
館
英
文
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

(h
ttp
:/
/
w
w
w
.n
d
l.g
o
.jp
/
en
/
ifla
p
a
c/
n
ew
s.h
tm
l)

(

収
集
部
資
料
保
存
課
長

い
さ
か

き
よ
の
ぶ)

出
席
者
は
、
バ
ー
ラ
モ
フ
国
際
セ
ン
タ
ー
長

(

フ
ラ
ン
ス
国
立
図

書
館)

、
ロ
イ
ド
・
オ
セ
ア
ニ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
長

代
理

(

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館)
(
Ｎ
Ｌ
Ａ)

、
厳
向
東
中
国

地
域
セ
ン
タ
ー
長
代
理

(

中
国
国
家
図
書
館)

(

Ｎ
Ｌ
Ｃ)

、
ラ
フ
マ

ナ
ン
タ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
図
書
館
長
、
ア
マ
ラ
シ
リ
・
ス
リ
ラ

ン
カ
国
立
図
書
館
長
、
李
貴
馥
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
資
料
保
存
担

当
事
務
官
、
当
館
か
ら
吉
永
収
集
部
長
、
井
坂
資
料
保
存
課
長
、
筆

者

(

収
集
部
司
書
監
・
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
長)

の
九
名
で
あ
っ

た
。
会
議
の
司
会
は
、
バ
ー
ラ
モ
フ
国
際
セ
ン
タ
ー
長
が
務
め
た
。

ま
ず
、
吉
永
収
集
部
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
国
際
セ
ン
タ
ー

長
が
こ
の
会
議
の
開
催
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

各
地
域
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
国
の
報
告

次
い
で
各
地
域
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
国
の
現
況
報
告
に
移
り
、
最

初
に
国
際
セ
ン
タ
ー
長
が

｢

ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
活
動
と
保
存

協
力｣

と
題
し
て
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
活
動
と
世
界
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
の
沿
革
お
よ
び
地
域
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
、
ア
ジ

ア
に
お
け
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
活
動
の
意
義
を
説
い
た
。
Ｎ
Ｌ
Ａ
は
、
得
意
分

野
で
あ
る
電
子
情
報
の
保
存
を
中
心
と
し
た
最
近
の
活
動
に
加
え
、

マ
イ
ク
ロ
化
に
関
す
る
研
修
資
料
の
配
布
、
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア

ニ
ア
に
お
け
る
保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
等
へ
の
研
修
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
、
課
題
と
し

て
、
予
算
や
人
的
資
源
の
不
足
、
各
地
域
固
有
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、

セ
ン
タ
ー
間
・
図
書
館
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
の
必
要

性
を
挙
げ
た
。
Ｎ
Ｌ
Ｃ
は
、
二
〇
〇
四
年
の
地
域
セ
ン
タ
ー
設
立
以

来
の
活
動
、
特
に
国
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

｢

中
国
古
典
籍
の

保
存
計
画｣

に
関
す
る
諸
標
準
の
作
成
、
調
査
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
か
ら
は
、
現
在
の
図
書
館
、
文
書
館
の
実
態

に
鑑
み
保
存
を
専
門
と
す
る
機
関
の
設
立
、
専
門
家
の
養
成
が
急
務

と
し
た
う
え
で
、
国
の
保
存
セ
ン
タ
ー
と
し
て
同
館
が
取
組
み
を
始
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め
た
活
動
お
よ
び
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
述
べ
、
地
域

セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
支
援
協
力
を
要
請
し
た
。
最
後
に
、
筆
者
が
ア

ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
の
最
近
の
活
動
と
諸
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
お
よ
び
ス
リ
ラ
ン
カ
の
両
国
立
図
書
館
か
ら
は
、
セ

ミ
ナ
ー
の
補
足
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
被
災
図
書
館
へ
の
救
済
活
動
予

算
の
不
足
、
国
連
か
ら
の
支
援
金
獲
得
の
た
め
の
調
査
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
の

協
力
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
活
動
の

み
な
ら
ず
近
隣
諸
国
と
の
協
力
の
重
要
性
や
、
南
ア
ジ
ア
に
も
、
と

り
わ
け
パ
ー
ム
リ
ー
フ
資
料
保
存
の
た
め
の
地
域
セ
ン
タ
ー
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

予
備
的
意
見
聴
取
に
基
づ
い
た
討
議

休
憩
を
は
さ
ん
で
討
議
に
入
っ
た
。
討
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
筆

者
が
事
前
に
、
出
席
者
全
員
に
議
論
の
枠
組
み
を
提
示
す
る
と
と
も

に
、
各
事
項
に
つ
い
て
質
問
し
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
か
ら
予
備
的
な

意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
た
。
主
要
な
討
議
事
項
は
、
セ
ン
タ
ー
の
役

割
分
担
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
保
存
ニ
ー
ズ
調
査
、
保
存
協
力

活
動
、
災
害
対
策
お
よ
び
復
興
支
援
、
ア
ジ
ア
固
有
の
問
題
、
東
南

ア
ジ
ア
図
書
館
人
会
議

(

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｌ)

や
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ

ア
地
域
国
立
図
書
館
長
会
議

(

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ)

の
活
用
、
今
後
の

課
題
等
で
あ
っ
た
。
会
議
で
は
、
そ
の
紙
上
討
論
を
ふ
ま
え
、
こ
の

順
番
に
討
議
す
る
こ
と
と
し
、
補
足
の
ほ
か
に
新
た
な
意
見
が
出
さ

れ
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。
以
下
は
、
そ
の
全
体
の
ま
と
め
で
あ
る
。

(

一)

東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
当
館
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
立
図
書
館
の
協
力
と
今
後
新
設
さ
れ
る
地
域
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係

東
南
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
の
熱
帯
地
方
に
つ
い
て
は
、
当
館
と

Ｎ
Ｌ
Ａ
が
協
力
し
、
新
設
セ
ン
タ
ー
を
加
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
。
新
設
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学

の
提
案
提
出
を
期
待
す
る
。
南
ア
ジ
ア
に
も
協
力
館
を
設
置
す
る
方

向
で
検
討
す
る
。

(

二)

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

Ｎ
Ｌ
Ｃ
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
設
け
る
計
画
が

あ
る
。
Ｎ
Ｌ
Ａ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
い
く
た
め

の
資
源
に
一
定
の
制
約
が
あ
り
、
簡
便
な
方
法
を
見
つ
け
た
い
と
希

望
し
た
。
Ｎ
Ｌ
Ａ
と
当
館
は
、
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
各
国
や
各
機
関
の
ニ
ー
ズ
、
要
望
等
の
情
報
収

集
に
努
め
る
。
ま
た
、
維
持
管
理
し
て
い
る
メ
ー
リ
ン
グ
・
リ
ス
ト

を
相
互
に
交
換
し
、
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
セ
ン
タ
ー
と
各

保
存
機
関
お
よ
び
地
域
セ
ン
タ
ー
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ

び
連
携
協
力
を
活
性
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

(

三)

保
存
ニ
ー
ズ
調
査

ニ
ー
ズ
調
査
の
企
画
と
準
備
は
容
易
で
な
い
こ
と
も
あ
り
、
特
定

の
テ
ー
マ
ま
た
は
地
域
に
限
定
し
、
調
査
が
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
間
で
協
議
す
る
こ

と
に
し
た
。
Ｎ
Ｌ
Ｃ
か
ら
は
、
電
子
化
に
伴
う
資
料
の
損
傷
問
題
な

ど
を
調
査
の
対
象
に
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

(

四)
保
存
協
力
活
動

①
保
存
情
報
サ
ー
ビ
ス
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Ｎ
Ｌ
Ａ
は
、
国
際
セ
ン
タ
ー

や
地
域
セ
ン
タ
ー
の
情
報
が

ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い

る
か
確
認
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
イ
ト
か
ら
提
供
す
る
情
報

サ
ー
ビ
ス
を
調
整
す
る
必
要

が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

当
館
は
、
今
後
、
可
能
な

限
り
、
保
存
関
連
情
報
の
収

集
・
管
理
・
提
供
、
資
料
保

存
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

サ
ー
ビ
ス
、
照
会
サ
ー
ビ
ス
、

保
存
関
連
文
献
の
刊
行
等
を

行
う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
述
べ
た
。
結
論
と
し
て
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
英
文
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
構
築
し
、
そ
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
保
存
情
報
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
間
で
電
子
会
議
室

(

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
リ
ス
ト)

を
作
成
し
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。②

調
査
研
究
の
奨
励

Ｎ
Ｌ
Ａ
は
、
電
子
情
報
保
存
に
関
す
る
調
査
研
究
等
を
続
け
た
い

が
、
地
域
の
保
存
実
務
家
に
と
っ
て
ど
ん
な
調
査
が
役
に
立
つ
の
か

を
も
っ
と
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
当

館
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
、
保
存
科
学
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
保

存
、
製
本
・
修
復
技
術
、
ア
ジ
ア
特
有
の
保
存
問
題

(

パ
ー
ム
リ
ー

フ
の
修
復
・
保
存
、
熱
帯
環
境
、
伝
統
的
な
紙
等)

等
の
調
査
研
究

を
奨
励
し
、
保
存
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
そ
の
成
果
を
普
及

す
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
。

③
教
育
、
研
修

Ｎ
Ｌ
Ａ
は
、
地
域
の
研
修
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
自
分
た
ち
の
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
注
意
深
く
、
想
像
力
を
も
っ
て
見
直
し
、
将
来
、
も
っ

と
研
修
活
動
を
活
発
に
し
た
い
と
述
べ
た
。
当
館
は
、
今
後
、
様
々

な
原
因
に
よ
り
資
料
の
劣
化
が
進
み
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
保
存
対
策
が
十
分
に
講
ぜ
ら
れ
な
い
国
々
に
対
し
て
、

資
料
保
存
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
等
を
積
極
的
に

開
催
す
る
と
と
も
に
、
職
員
派
遣
、
研
修
生
受
入
れ
等
の
研
修
事
業

を
実
施
し
て
保
存
技
術
者
・
管
理
者
の
養
成
に
努
め
た
い
と
の
抱
負

を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
研
修
事

業
に
つ
い
て
は
、
相
互
に
情
報
交
換
し
、
重
複
を
避
け
、
効
果
的
な

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
た
。

(

五)

災
害
対
策

(

予
防
、
対
応
、
復
旧)

お
よ
び
復
興
支
援

Ｎ
Ｌ
Ｃ
は
、
災
害
対
策
は
重
要
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
意
を
注
ぎ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
述

べ
た
。
Ｎ
Ｌ
Ａ
は
、
と
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
積
極

的
に
対
応
し
て
こ
な
か
っ
た
。
地
域
の
国
立
図
書
館
が
有
効
な
防
災

計
画
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
も
っ
て
い
る
所
で
は
ど
う
更
新
さ
れ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
の
調
査
が
必
要
だ
。
今
回
の
津
波
に
は
、
ど
ん

な
災
害
計
画
で
あ
れ
太
刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
わ
れ
わ
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れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
機
能
し
な
か
っ
た
と
の
反
省
を
述
べ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
か
ら
提
案
さ
れ
た

｢

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
復
興
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ｣

に
つ
い
て
は
、
将
来
の
可
能
性
は
認
め
る
が
、
地
域
セ
ン

タ
ー
の
役
割
や
、
現
在
の
限
ら
れ
た
資
源
の
範
囲
で
有
効
な
役
割
を

果
た
せ
る
か
ど
う
か
が
明
確
で
な
く
、
さ
ら
に
関
連
情
報
が
必
要
と

し
て
、
具
体
的
な
議
論
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

結
論
と
し
て
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
国
立
図
書
館
を
中
心
に
防

災
計
画
を
整
備
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
、
計
画
の
策
定
に
向
け
て
支

援
協
力
を
行
う
。
ま
た
、
災
害
が
お
き
た
場
合
に
、
担
当
の
地
域
セ

ン
タ
ー
が
速
や
か
に
通
知
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
構
築
し
て
お
く
。

通
知
を
受
け
た
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
被
災
し
た
図
書
館
に
対
し
て
、

適
切
な
応
急
措
置
に
つ
い
て
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。
ま
た
、
国

際
セ
ン
タ
ー
や
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

と
し
た
。

(

六)

ア
ジ
ア
固
有
の
問
題

Ｎ
Ｌ
Ｃ
は
、
財
政
逼
迫
が
ア
ジ
ア
の
問
題
で
あ
る
と
述
べ
た
。
多

く
の
国
立
図
書
館
は
、
温
湿
度
、
大
気
汚
染
対
策
が
不
十
分
で
あ
り
、

設
備
が
整
っ
て
い
な
い
。
当
館
や
Ｎ
Ｌ
Ａ
の
提
言
に
即
し
て
、
パ
ー

ム
リ
ー
フ
の
保
存
や
熱
帯
環
境
、
特
に
信
頼
で
き
る
基
盤
の
な
い
環

境
に
お
け
る
蔵
書
管
理
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
や
新
た
に
で

き
る
地
域
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
と
し
た
。

(

七)

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｌ
や
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
の
活
用

定
期
的
に
こ
れ
ら
の
会
議
に
、
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
は
予
算
的

に
困
難
だ
が
、
危
機
的
保
存
問
題
の
改
善
に
関
す
る
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ

へ
の
定
期
的
な
報
告
な
ど
、
こ
れ
ら
の
会
議
を
う
ま
く
使
っ
て
保
存

問
題
を
討
議
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
に
は
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
が
寄
稿
、
広
報
を
積
極
的
に
行
う

よ
う
留
意
す
る
。

(

八)

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
中
韓
の
保
存
協
力
に
つ
い
て

中
国
は
、
協
力
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
専
門
家
の
相
互
訪
問
、
情
報

交
換
お
よ
び
、
古
典
籍
の
保
存
に
か
か
わ
る
紙
の
研
究
・
実
験
、
磁

気
資
料
に
関
わ
る
新
し
い
技
術
な
ど
を
あ
げ
た
。
韓
国
は
、
一
昨
年

韓
国
で
開
か
れ
た

｢

日
中
韓
資
料
保
存
会
議｣

が
今
後
も
継
続
的
に

開
催
さ
れ
る
こ
と
、
特
に
電
子
資
料
の
保
存
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と

を
希
望
し
た
。
当
館
は
、
日
中
韓
が
共
通
す
る
保
存
問
題
に
つ
い
て

協
力
し
、
将
来
、
保
存
会
議
の
開
催
、
人
物
交
流
や
技
術
提
携
等
の

事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
、
Ｎ
Ｌ
Ｃ
に
は
国
内
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

が
、
将
来
に
お
け
る
国
際
的
保
存
協
力
活
動
へ
の
展
開
を
希
望
し
た
。

(

九)
｢

ア
ジ
ア
の
地
域
セ
ン
タ
ー
行
動
計
画｣

の
策
定

こ
の
会
議
で
の
合
意
事
項
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
意
見
と
し

て

｢

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
戦
略
計
画
二
〇
〇
六
―
二
〇
〇
八｣

に
盛

り
込
む
。
さ
ら
に
そ
の
戦
略
計
画
を
受
け
て
、
こ
の
四
月
以
降
の
早

い
時
期
に
ア
ジ
ア
全
体
の
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。
そ
の
場
合
に
、
Ｎ
Ｌ
Ａ
の
言
う
よ
う
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
現
実
、

地
域
的
ニ
ー
ズ
と
わ
れ
わ
れ
が
で
き
る
こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。
と
り
ま
と
め
は
、
当
館
が
進
め
る
。
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お
わ
り
に

当
館
は
平
成
元
年
に
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
、
こ

れ
を
機
に

｢

保
存
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

を
定
め
、
国
際
、
国
内
双
方

を
視
野
に
収
め
た
保
存
協
力
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。
国
際
的
保
存

協
力
に
つ
い
て
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
方
針
に

｢

国
際
的
に
は
、

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
軸
と
す
る
。｣

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
こ
れ
ま

で
国
内
向
け
活
動
の
比
重
が
高
く
、
国
際
的
活
動
、
特
に
ア
ジ
ア
地

域
へ
の
協
力
活
動
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー

は

｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

の

｢

協
力
事
業
の
推

進｣

に
対
応
し
た
重
点
目
標

｢

国
際
図
書
館
連
盟

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

と

の
連
携
及
び
ア
ジ
ア
の
図
書
館
と
の
交
流
を
中
心
と
し
て
、
国
際
的

な
図
書
館
連
携
を
強
化
す
る
。｣

の
一
環
と
し
て
、
ア
ジ
ア
地
域
に

お
け
る
情
報
共
有
化
の
促
進
、
ア
ジ
ア
の
国
立
図
書
館
等
へ
の
協
力

等
を
推
進
し
、
セ
ン
タ
ー
の
国
際
的
活
動
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。一

方
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
コ
ア
活
動
は
、
国
際
セ
ン
タ
ー
長
の
交
代
に
伴
い
、

三
月
七
日
か
ら
一
〇
日
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
で
開
催
さ

れ
た
一
連
の

｢

セ
ン
タ
ー
長
会
議｣

等
に
お
い
て
、｢

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／

Ｐ
Ａ
Ｃ
戦
略
計
画
二
〇
〇
六
―
二
〇
〇
八｣

を
審
議
し
た
。
今
後
の

活
動
は
こ
の
戦
略
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、

ア
ジ
ア
で
は
、
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
長
等
会
議
で
の
合
意
に
基
づ
き
、

四
月
以
降
の
早
い
時
期
に
ア
ジ
ア
全
体
の
行
動
計
画
を
策
定
す
る
予

定
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
当
館
は
、
七
月
ま
で
に

｢

ア
ジ
ア
地

域
セ
ン
タ
ー
活
動
計
画
二
〇
〇
六
―
二
〇
〇
八｣

を
策
定
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
ソ
ウ
ル
大
会
の
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
一
つ
と
し
て
、
八
月
一
六
日
〜
一
七
日
に

｢

ア
ジ
ア
に
お
け

る
資
料
保
存｣

を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
当
館
で

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
主
催
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
資
料
保
存
分
科
会
、

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
分
科
会
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
コ
ア
活
動
で
、
国
立
国
会

図
書
館
が
共
催
す
る
。
二
部
構
成
と
し
、
第
一
部
は
ア
ジ
ア
の
資
料

保
存
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
第
二
部
は
ア
ジ
ア
の
文
書
遺
産

の
マ
イ
ク
ロ
化
、
電
子
化
を
取
り
上
げ
世
界
各
地
か
ら
そ
の
分
野
に

お
け
る
代
表
的
な
講
師
を
招
へ
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
ア
ジ
ア
に
お
け
る
資
料
保
存

の
実
態
を
把
握
し
、
保
存
ニ
ー
ズ
を
明
確
に
し
て
、
現
在
の
保
存
活

動
を
調
整
す
る
と
と
も
に
将
来
の
保
存
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論

議
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

活
動
計
画
に
加
え
、
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
に
よ
り
、
セ

ン
タ
ー
の
活
動
方
針
が
さ
ら
に
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
基

づ
き
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
国
際
セ
ン
タ
ー
や
ア
ジ
ア
の
各
地
域
セ
ン
タ
ー
と
緊

密
な
連
絡
を
取
り
合
う
と
と
も
に
、
国
際
協
力
機
構
、
国
際
交
流
基

金
、
各
種
財
団
等
の
国
際
協
力
機
関
か
ら
財
政
的
支
援
を
得
て
、
ま

た
ア
ジ
ア
各
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
日
本
の
保
存
協
力
事
業
と
の
連

携
に
よ
り
、
国
立
図
書
館
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
保
存
関
係

機
関
に
対
す
る
具
体
的
な
支
援
協
力
活
動
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

(

書
誌
部
長

な
す

ま
さ
き)
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｢

赤
い
鳥｣

と

｢

少
年
倶
楽
部｣
の
世
界

山
梨
県
立
文
学
館
編
・
刊

(

〒
400-
0065

山
梨
県

甲
府
市
貢
川
一
丁
目
五
―
三
五)

二
〇
〇
五
・

四

七
二
頁

Ａ
４

(K
G

411-H
45)

『

赤
い
鳥』

と

『

少
年
倶
楽
部』

と
い
う
雑
誌
は
、

日
本
の
児
童
文
学
史
に
一
時
代
を
築
い
た
存
在
と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
こ
の
両
誌
は
、
児

童
雑
誌
が
芸
術
系
と
大
衆
系
に
分
離
す
る
時
期
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
潮
流
を
代
表
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

本
書
は
、
両
誌
を
中
心
に
草
創
期
か
ら
の
児
童
文

学
史
を
振
り
返
っ
た
、
山
梨
県
立
文
学
館
に
よ
る
企

画
展
の
図
録
で
あ
る
。
流
れ
と
し
て
は
、
冒
頭
で
日

本
の

｢

児
童
文
学
の
夜
明
け｣

に
つ
い
て
概
観
し
た

あ
と
、『

赤
い
鳥』

、
次
い
で

『

少
年
倶
楽
部』

に
つ

い
て
多
面
的
に
紹
介
す
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い

る
。
ま
た
、
誌
面
・
掲
載
作
品
の
原
稿
・
執
筆
者
の

手
紙
な
ど
の
写
真
は
豊
富
で
あ
り
、
児
童
文
学
を
専

門
と
し
な
い
人
に
も
、
本
書
を
読
め
ば
二
つ
の
雑
誌

の
歴
史
と
性
格
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

『

赤
い
鳥』

は
、
一
九
一
八
年
に
鈴
木
三
重
吉
に

よ
っ
て
創
刊
さ
れ
、｢

正
統
派｣

の
児
童
文
学
雑
誌

と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
。
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
の
が
、
芥
川
龍
之
介

｢

蜘
蛛
の
糸｣

で
あ
る
。

本
書
に
は
こ
の
作
品
の
原
稿
や
挿
絵
原
画
、
あ
る
い

は
芥
川
か
ら
鈴
木
宛
の
書
簡
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
当
時
の
雰
囲
気
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
同

誌
は
、
北
原
白
秋
・
有
島
武
郎
・
島
崎
藤
村
・
小
川

未
明
な
ど
そ
う
そ
う
た
る
執
筆
陣
に
恵
ま
れ
た
が
、

一
九
二
九
年
に
は
、
経
済
的
理
由
で
一
時
休
刊
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
後
一
時
復
刊
し
た
も
の
の
、

鈴
木
三
重
吉
と
北
原
白
秋
と
の
決
裂
と
い
っ
た
事
態

も
発
生
し
、
一
九
三
六
年
に
鈴
木
が
死
去
す
る
と
終

刊
の
時
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

奇
し
く
も
こ
の
一
九
三
六
年
と
い
う
年
は
、
本
書

で
砂
田
弘
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

(

二
九
ペ
ー

ジ)

、『

少
年
倶
楽
部』

が

｢

最
高
発
行
部
数
七
十
五

万
部
を
記
録｣

し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、

一
九
三
六
年
は
児
童
文
学
史
上
の
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ

ン
グ
な
年
と
言
え
る
が
、
同
時
に
無
視
で
き
な
い
の

は
、
こ
の
年
に
は
か
の

｢

二
・
二
六
事
件｣

も
発
生

し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
軍
国
主
義
が

｢

時

代
精
神｣

と
な
る
状
況
で
は
、
仮
に
鈴
木
三
重
吉
が

存
命
で
あ
っ
て
も
、『

赤
い
鳥』

の
よ
う
な
純
粋
芸

術
雑
誌
は
生
き
残
り
に
く
か
っ
た
ろ
う
。
逆
に
、
こ

う
し
た

｢

時
代
精
神｣

に
良
く
も
悪
く
も
適
応
し
て

し
ま
っ
た
の
が
、『

少
年
倶
楽
部』

で
あ
っ
た
。

『

少
年
倶
楽
部』

の
創
刊
は
、『

赤
い
鳥』

の
創
刊

よ
り
も
以
前
、
一
九
一
四
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
し
か

し
、
同
誌
が
そ
の
黄
金
期
を
迎
え
る
の
は
、
一
九
二
一

年
に
加
藤
謙
一
が
編
集
責
任
者
の
地
位
に
つ
い
て
か

ら
で
あ
る
。
誌
面
の
中
心
は
、
講
談
調
の
読
物
や
偉

人
伝
か
ら
、
本
格
的
な
大
衆
少
年
小
説
に
移
行
し
て

い
っ
た
。
そ
し
て

『

少
年
倶
楽
部』

は
、
ラ
イ
バ
ル

誌

『

日
本
少
年』

を
抑
え
て
、
少
年
雑
誌
を
代
表
す

る
存
在
へ
と
躍
り
出
る
の
で
あ
る
。

加
藤
が
編
集
責
任
者
と
な
っ
た
頃
の

｢

時
代
精
神｣

は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年

代
ま
で
の
同
誌
の
代
表
的
作
品
と
し
て
は
、
吉
川
英

治

｢

神
州
天
馬
侠｣

・
佐
藤
紅
緑

｢

あ
ゝ
玉
杯
に
花

う
け
て｣

な
ど
が
あ
る
が
、
総
じ
て
歴
史
小
説
や
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
立
身
出
世
物
語
が
目
立
つ
。
し
か
し

三
〇
年
代
に
入
る
と
、
山
中
峯
太
郎

｢

敵
中
横
断
三

百
里｣

｢

亜
細
亜
の
曙｣

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、

軍
国
調
・
大
ア
ジ
ア
主
義
的
な
作
品
も
掲
載
さ
れ
る
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よ
う
に
な
る
。
山
中
作
品
に
つ
い
て
は
本
書
四
四
〜

四
五
ペ
ー
ジ
に
特
集
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
後
で

『

少
年
倶
楽
部』

と
い
う
雑
誌
の
雰
囲
気
が
変
化
し
て

い
る
こ
と
を
、
資
料
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時
期
の
同
誌
に
軍
国
調
の
作
品

ば
か
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
洋
一
郎

｢

密
林
の
王
者｣

・
江
戸
川
乱
歩

｢

怪
人
二
十
面
相｣

の
よ
う
な
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
冒
険
活
劇
・
推
理
も

の
も
人
気
を
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
日
中
戦
争
開
始

後
の

｢

時
代
精
神｣

は
、『

少
年
倶
楽
部』

に
そ
う

し
た｢

遊
び｣

を
も
許
さ
な
く
な
っ
て
い
く
。
一
九
三
八

年
、
内
務
省
図
書
課
に
よ
っ
て

｢

児
童
読
物
改
善

に
関
す
る
指
示
要
綱｣

が
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

一
九
四
一
年
に
は
田
河
水
泡

｢

の
ら
く
ろ｣

ま
で
が

連
載
中
止
命
令
を
受
け
、
そ
の
誌
面
は

｢

軍
国
調
一

色｣
(

佐
藤
忠
男
氏
、
本
書
四
〇
ペ
ー
ジ)

と
化
し

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
戦
後
、
同
誌
は

『

少
年
ク
ラ

ブ』

と
改
題
し
て
再
起
を
図
る
が
、
往
年
の
勢
い
は

な
く
、
一
九
六
二
年
つ
い
に

『

週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン』

に
吸
収
合
併
さ
れ
、
そ
の
幕
を
閉
じ
る
の
で
あ
っ
た
。

本
書
を
通
読
す
る
と
、
上
記
の
よ
う
な

『

赤
い
鳥』

『

少
年
倶
楽
部』

両
誌
の
対
照
的
性
格
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
あ
る
意
味
で
悲
劇
的
な
歴
史
が
鮮
や
か
に
浮
か

び
上
が
る
。
極
め
て
有
意
義
な
図
録
で
あ
る
。

(

平ひ
ら

岡お
か

章あ
き

夫お)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

六
六
二
号

Ａ
４

九
八
頁

民
主
主
義
の
現
代
化
／
ブ
ー
タ
ン
王
国
新
憲
法
草

案
の
特
徴
及
び
概
要
／
科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
を
め
ぐ
っ
て
／
学
校
運
営
協
議
会
制
度
に
お
け
る

評
価
と
支
援
の
あ
り
方
を
巡
っ
て

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

外
国
の
立
法

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説

第
二
二
七
号

Ａ
４

一
七
六
頁

【
翻
訳
・
解
説
】

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
患
者
の
権
利
法
／

｢

欧
州

政
党｣

に
対
す
る
欧
州
連
合
の
公
的
助
成
制
度
／
英

国
２
０
０
５
年
賭
博
法
―
カ
ジ
ノ
の
規
制
緩
和
／
フ

ラ
ン
ス
の
新
た
な
行
政
改
革
の
手
法
―
委
任
立
法
に

よ
る
法
と
行
政
の
簡
素
化
／
ド
イ
ツ
に
お
け
る
Ｄ
Ｎ

Ａ
型
鑑
定
の
活
用
範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
の
法
改
正

／
韓
国
の
公
職
選
挙
法
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
連
規
定

【
短
信
】

ア
メ
リ
カ

２
０
０
１
年
初
等
中
等
教
育
改
正
法

(

Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｂ
法)

の
施
行
状
況
と
問
題
点
／
ア
メ
リ

カ

テ
ロ
対
策
と
出
入
国
管
理
関
連
の
立
法
動
向
―

２
０
０
１
年
米
国
愛
国
者
法
か
ら
２
０
０
５
年

R
E

A
L

ID

法
ま
で
―
／
ア
メ
リ
カ

連
邦
最
高
裁

判
所
判
事
の
人
事
を
め
ぐ
っ
て
―
ア
リ
ー
ト
判
事
の

人
事
成
立
ま
で
の
動
き
を
中
心
に
―
／
ド
イ
ツ

尊

厳
死
法
制
化
に
関
す
る
最
近
の
動
向
／
ロ
シ
ア

連

邦
制
の
再
編
／
中
国

公
務
員
法
の
施
行
／
タ
イ

｢

非
常
事
態
勅
令｣

の
法
制
化
―
南
部
イ
ス
ラ
ム
暴

動
に
関
連
し
て
―

季
刊

一
、八
九
〇
円

(

紀)

(IS
B

N
4-87582-632-X

)

第
五
四
〇
号

(

二
〇
〇
六
年
三
月)

の

訂
正
と
お
詫
び

一
四
頁
の
表
七
行
目
の
講
師
名

鈴
木
敦

同
館
教
授
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

正
し
く
は
、
鈴
木
淳

同
館
教
授
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

東
京
都
渋
谷
区
東
三

一
三

一
一

(

紀)

紀
伊
國
屋
書
店(

〒150
-8513

)

〇
三(

五
四
六
九)

五
九
一
八

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物



第
四
六
回

科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会
の
開
催

平
成
一
八
年
二
月
六
日
、
国
立
国
会
図
書
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
第
四
六
回
科
学
技
術

関
係
資
料
整
備
審
議
会
が
、
審
議
会
委
員
九
名

の
出
席
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
。
当
館
か
ら
は
、

黒
澤
館
長
、
安
江
副
館
長

(

当
時)

ほ
か
一
二

名
が
出
席
し
た
。
ま
ず
進
行
役
の
岡
田
幹
事

(

主
題
情
報
部
長)

か
ら
、
審
議
会
委
員
の
異

動
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
文
部
科
学
省
審
議
官
、

国
立
情
報
学
研
究
所
長
の
交
替
に
伴
い
、
そ
れ

ぞ
れ
後
任
の
藤
田
委
員
、
坂
内
委
員
が
、
日
本

原
子
力
研
究
所
の
組
織
変
更
に
よ
り
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
理
事
長
の
殿
塚
委
員
が
新
た

に
就
任
し
た
。

黒
澤
館
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
委
員
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
前

期
に
引
き
続
き
長
尾
委
員
が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
委
員

長
か
ら
、
委
員
長
代
理
と
し
て
名
和
委
員
が
指
名
さ
れ
た
。

岡
田
幹
事
か
ら
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
懇
談
を
行
っ

た
。

(

一)

平
成
一
七
年
度
に
お
け
る
科
学
技
術
関
係
情
報
整
備
に
係
る

取
組
み

国
立
国
会
図
書
館
の
科
学
技
術
関
係
情
報
整
備
に
係
る
取
組
み
と

し
て
、
平
成
一
七
年
度
お
よ
び
一
八
年
度
科
学
技
術
情
報
整
備
予
算
、

当
館
所
蔵
科
学
技
術
資
料
の
概
要
、
科
学
技
術
関
係
の
電
子
資
料
の

導
入
状
況
、
文
献
提
供
サ
ー
ビ
ス
や
科
学
技
術
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
の

作
成
な
ど
科
学
技
術
情
報
の
提
供
の
現
状
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

の
構
築
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

(

二)

総
合
科
学
技
術
会
議

｢

諮
問
第
五
号

『

科
学
技
術
に
関
す
る

基
本
政
策
に
つ
い
て』

に
対
す
る
答
申｣

(

国
立
国
会
図
書

館
関
係
部
分)

答
申
の
第
三
章
三

(

五)

研
究
情
報
整
備
の
基
盤
の
中
の

｢

研
究

情
報
の
利
用
環
境
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、(

中
略)

大
学
図
書
館
、

国
立
国
会
図
書
館
等
の
機
能
強
化
や
連
携
促
進
を
進
め
る
。｣

と
い

う
文
言
を
紹
介
し
、
こ
の
答
申
を
受
け
て
さ
ら
に
科
学
技
術
情
報
の

整
備
に
取
り
組
む
姿
勢
を
表
明
し
た
。

(

三)

国
立
国
会
図
書
館

｢

第
二
期
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本
計
画

(

素
案)｣

平
成
一
六
年
一
二
月
六
日
に
科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会
か

ら
国
立
国
会
図
書
館
長
に
提
出
さ
れ
た

｢

電
子
情
報
環
境
下
に
お
け

る
国
立
国
会
図
書
館
の
科
学
技
術
情
報
整
備
の
在
り
方
に
関
す
る
提

言｣

を
受
け
て
、
国
立
国
会
図
書
館
が
今
後
五
年
間

(

平
成
一
八
年

度
か
ら
二
二
年
度)

に
達
成
す
べ
き
科
学
技
術
情
報
整
備
の
基
本
方

針
お
よ
び
施
策
を
定
め
る
も
の
と
し
て
現
在
策
定
中
で
あ
る

｢

第
二

期
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本
計
画｣

(

以
下
、
第
二
期
基
本
計
画)

の
素
案
を
報
告
し
た
。
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第
二
期
基
本
計
画
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
、
国
の
科
学
技
術
情

報
基
盤
整
備
の
一
環
と
し
て
科
学
技
術
情
報
の
収
集
・
保
存
・
提
供

機
能
を
拡
充
・
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
立
法
補
佐
機
関
と
し
て
科

学
技
術
に
関
連
し
た
課
題
に
つ
い
て
国
会
に
対
し
一
層
効
果
的
な
情

報
提
供
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
研
究
者
・
技
術
者
の
需
要
を
充
足

し
、
さ
ら
に
国
民
全
体
の
科
学
技
術
情
報
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
電
子
図
書
館
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
に
掲

げ
る
目
標
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

・

国
内
で
生
成
さ
れ
た
科
学
技
術
関
係
電
子
情
報
の
包
括
的
収

集
お
よ
び
提
供

・

国
全
体
の
科
学
技
術
情
報
基
盤
整
備
に
資
す
る
外
国
科
学
技

術
情
報
の
整
備
お
よ
び
活
用

・

各
種
科
学
技
術
関
係
情
報
源
へ
の
総
合
的
ア
ク
セ
ス
を
可
能

に
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築

国
立
国
会
図
書
館
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
、
委
員
か
ら
次
の
よ
う

な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

・

電
子
情
報
環
境
の
進
展
に
あ
わ
せ
た
、
世
界
に
対
抗
す
る
戦

略
的
な
知
の
収
集
と
発
信
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
関

係
機
関
と
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
を
は
か
り
、
各
機
関
の
特
徴
を
活

か
し
て
協
力
し
あ
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
は
、
大
学
図
書
館
で
進
み

つ
つ
あ
る
機
関
レ
ポ
ジ
ト
リ
に
も
充
分
配
慮
し
て
も
ら
い
た
い
。

・

電
子
情
報
の
長
期
的
な
保
存
と
利
用
に
は
課
題
が
多
い
の
で
、

国
立
国
会
図
書
館
を
中
心
に
将
来
の
ア
ク
セ
ス
を
保
証
す
る
研

究
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

・

国
立
国
会
図
書
館
に
は
永
続
的
な
ア
ー
カ
イ
ブ
を
期
待
し
た
い
。

・

科
学
技
術
の
世
界
で
は
、
過
去
の
研
究
成
果
が
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
情
報
を
蓄
積
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・

情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
社
会
の
中
で
は
、
図
書
館
に
は
研
究

情
報
や
学
術
情
報
の
質
を
保
つ
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

・

欧
米
や
中
国
な
ど
の
科
学
技
術
政
策
に
つ
い
て
の
情
報
も
積

極
的
に
収
集
し
、
提
供
し
て
ほ
し
い
。

国
立
国
会
図
書
館
で

は
、
委
員
の
意
見
を
参

考
に
第
二
期
基
本
計
画

を
策
定
し
、
計
画
を
推

進
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

(

主
題
情
報
部
科
学

技
術
・
経
済
課)

◎
審
議
会
に
関
す
る
情
報

お
よ
び
答
申
等
の
全
文

は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
d
l.

g
o
.jp
)

―

｢

国
立
国

会
図
書
館
に
つ
い
て｣

―

｢
科
学
技
術
関
係
資
料

整
備
審
議
会｣

に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
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第
一
回

｢

国
立
国
会
図
書
館
と
大
学
図
書
館
と
の
連
絡
会｣

開
催

標
記
連
絡
会
を
平
成
一
八
年
二
月
二
一
日
、
当
館
に
お
い
て
開
催

し
た
。
こ
の
連
絡
会
は
、
昨
年
一
一
月
二
日
に
行
わ
れ
た
平
成
一
七

年
度

｢

国
立
国
会
図
書
館
長
と
大
学
図
書
館
長
と
の
懇
談
会｣

に
お

い
て
、
大
学
図
書
館
と
当
館
に
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て
政
策
的
お

よ
び
実
務
的
な
観
点
か
ら
問
題
を
協
議
し
、
両
者
間
の
連
携
協
力
を

推
進
す
る
た
め
設
置
す
べ
き
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、

新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
学
図
書
館
と
当
館
と
の
間
で
は
、
例
年
秋
に
右
記
の
懇
談
会
を

開
催
し
て
き
た
が
、
年
一
回
の
館
長
レ
ベ
ル
の
懇
談
会
で
は
協
議
し

き
れ
な
い
実
務
的
な
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
、
実
務

レ
ベ
ル
で
の
情
報
交
換
と
協
力
関
係
を
進
め
る
た
め
、
新
た
に
連
絡

会
を
設
置
し
、
年
数
回
の
頻
度
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
連
絡

会
の
下
に
は
、
協
議
事
項
の
内
容
に
応
じ
て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
設
置
し
て
、
そ
の
検
討
結
果
は
連
絡
会
に
報
告
し
、
最
終
的
に
連

絡
会
の
活
動
概
要
を
懇
談
会
に
お
い
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

連
絡
会
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
当
館
と
国
公
私
立
大
学
図
書
館
協

力
委
員
会
と
の
間
で

｢『

国
立
国
会
図
書
館
と
大
学
図
書
館
と
の
連

絡
会』｣

の
設
置
に
関
す
る
覚
書｣

を
取
り
交
わ
し
た
。

連
絡
会
の
構
成
と
し
て
は
、
当
館
か
ら
は
総
務
部
司
書
監
、
同
支

部
図
書
館
・
協
力
課
長
、
同
企
画
課
長
、
関
西
館
事
業
部
図
書
館
協

力
課
長
が
常
時
出
席
し
、
大
学
図
書
館
側
か
ら
は
国
公
私
立
大
学
図

書
館
協
力
委
員
会
の
常
任
幹
事
会
を
構
成
す
る
大
学
図
書
館
五
館

(

国
立
二
館
・
公
立
一
館
・
私
立
二
館)

か
ら
参
加
す
る
も
の
と
し

た
。
ま
た
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
文
部
科
学
省
、
国
立
情
報
学
研

究
所
等
に
出
席
を
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
。
事
務
局
は
当
館
の
総
務

部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
が
務
め
る
。

第
一
回
連
絡
会
で
は
、
大
学
図
書
館
か
ら
は
五
館
八
名
、
当
館
か

ら
一
〇
名
、
ほ
か
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
文
部
科
学
省
研
究
振
興

局
情
報
課
と
国
立
情
報
学
研
究
所
開
発
・
事
業
部
コ
ン
テ
ン
ツ
課
か

ら
各
一
名
の
参
加
を
得
た
。

連
絡
会
の
設
置
目
的
、
検
討
課
題
等
が
確
認
さ
れ
た
後
、
当
館
と

主
に
大
学
図
書
館
の
間
の
図
書
館
間
貸
出
・
複
写
の
手
段
と
し
て
平

成
八
年
度
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
今
後
に
つ
い

て
、
当
館
か
ら
の
報
告
に
続
い
て
活
発
な
協
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

件
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
の
た
め
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
次
に
、
大
学
図
書
館
か
ら
国
内
博
士
論

文
の
現
状
と
電
子
版
作
成
公
開
お
よ
び
電
子
媒
体
の
扱
い
に
関
す
る

問
題
点
が
提
起
さ
れ
た
。
大
学
に
お
け
る
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
進
展

等
に
よ
り
、
学
位
論
文
の
電
子
媒
体
化
が
急
速
に
進
む
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
情
報
交
換
を
密
に
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
た
。

今
後
こ
の
連
絡
会
を
軸
と
し
て
、
大
学
図
書
館
と
当
館
と
の
連
携

協
力
を
更
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
期
す
る
第
一
回
の
会
合
と
な
っ

た
。

(

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課)
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｢

第
一
三
回
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

報
告

平
成
一
八
年
二
月
二
三
日
、
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
に
お
い
て
、

総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
参
加

館
四
三
館
四
八
名
の
ほ
か
、
関
係
機
関
等
の
参
加
者
と
あ
わ
せ
て

七
〇
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

当
館
か
ら
は
、
ま
ず
、
豊
田
図
書
館
協
力
課
長
か
ら
平
成
一
七
年

度
の
事
業
経
過
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
当
該
年
度
の
新
規
参
加
に
つ

い
て
は
、
政
令
指
定
都
市
立
図
書
館
で
は
二
市
か
ら
二
つ
の
分
館
が
、

市
区
町
村
立
図
書
館
で
は
二
九
の
都
道
府
県
か
ら
六
〇
館
が
新
た
に

参
加
し
、
平
成
一
八
年
二
月
現
在
の
参
加
館
は
九
八
七
館
と
な
っ
た

こ
と
等
、
当
事
業
の
現
況
を
説
明
し
た
。
次
に
、
梶
田
図
書
館
協
力

課
総
合
目
録
係
長
か
ら
、
当
事
業
の
中
期
計
画
の
策
定
に
向
け
た
課

題
整
理
と
、
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
都
道
府
県
の
総
合
目
録
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
の
統
合
検
索
へ
の
拡
張
、
事
業
参
加
館
構
成
の
改
編
、

円
滑
な
相
互
貸
借
の
た
め
の
支
援
強
化
等
、
中
期
的
な
方
向
性
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
提
示
し
た
。

当
館
の
報
告
事
項
に
係
る
質
疑
で
は
、
現
在
の
デ
ー
タ
提
供
館
と

各
都
道
府
県
の
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
関
係
や
、
相
互
貸
借

資
料
の
搬
送
経
費
の
課
題
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

参
加
館
か
ら
は
、
沖
縄
県
立
図
書
館
資
料
課
主
事
又
吉
賢
一
氏
か

ら
、
実
践
を
通
じ
た

｢

デ
ジ
タ
ル
の
価
値
と
可
能
性｣

を
テ
ー
マ
に
、

同
図
書
館
に
お
け
る
郷
土
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
製
作
、

遠
隔
地
の
利
用
者
を
対
象
と
し

た
移
動
展
等
に
よ
る
県
民
へ
の

広
報
活
動
の
取
組
み
、｢

今
後

の
沖
縄
県
立
図
書
館
の
在
り
方｣

の
策
定
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。

意
見
交
換
で
は
、
沖
縄
県
立

図
書
館
の
取
組
み
の
詳
細
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た
ほ
か
、
総

合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
通
じ
た
相
互
貸
借
の
運
用

管
理
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た

ほ
か
、
各
都
道
府
県
の
総
合
目

録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
統
合
検

索
さ
れ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
的
な
推
奨
環
境
を
提
示

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。

当
事
業
の
中
期
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
全
参
加
館

を
対
象
に
意
見
募
集
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
一
八
年
度

も
新
規
参
加
館
の
募
集
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

(

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課)
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平

成

一

七

年

度

レ

フ

ァ

レ

ン

ス

研

修

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
平
成
一
八
年
二
月
二
日
、
三
日
の
二
日

間
、
関
西
館
に
お
い
て
、
平
成
一
七
年
度
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
研
修
を
実

施
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
を
担
当
す
る
中
堅
職
員
を
対

象
と
し
た
も
の
で
、
今
回
が
三
回
目
の
開
催
と
な
る
。
今
回
か
ら
、

公
共
図
書
館
に
加
え
て
、
大
学
図
書
館
も
参
加
対
象
と
し
、
ま
た
、

初
め
て
関
西
館
で
実
施
し
た
。
近
隣
府
県
を
中
心
に
西
日
本
か
ら
の

申
込
み
が
多
く
、
調
整
の
結
果
、
当
日
は
、
公
共
図
書
館
一
三
名
、

大
学
図
書
館
一
一
名
、
計
二
四
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

は
じ
め
に
、
当
館
主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
職
員
が
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
を
巡
る
今
日
の
課
題
に
つ
い
て
、
公
共
図
書
館
と
大
学
図
書
館

の
状
況
を
整
理
し
な
が
ら
概
観
し
た
。
一
日
目
の
午
後
は
、
齋
藤
泰
則

明
治
大
学
文
学
部
助
教
授
を
講
師
に
迎

え
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
プ
ロ
セ
ス
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
の
理

論
に
つ
い
て
、
参
加
者
が
事
前
に
提
出

し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
つ
い
て
の
課
題
の
分
析
も
交
え
な
が

ら
、
講
義
を
行
っ
た
。

二
日
目
は
、
ま
ず
、
関
西
館
事
業
部

電
子
図
書
館
課
職
員
が
、
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
事
例
作
成
の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
や
事
例
の
活
用
方
法
を
、

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
デ
ー
タ
作
成
・
公
開
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣(

注)

に
基
づ
い
て
説
明
し
た
。
午
後
は
、

主
題
情
報
部
人
文
課
職
員
が
、
人
文
科
学
系
資
料
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

ツ
ー
ル
に
つ
い
て
、
人
物
調
査
や
系
図
資
料
の
調
べ
方
な
ど
の
テ
ー

マ
別
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ツ
ー
ル
も
含
め
複
数
の
ツ
ー
ル
を

比
較
し
な
が
ら
、
紹
介
し
た
。

最
後
に
、
研
修
の
ま
と
め
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
が
事
前
に
提
出
し
た
自
館
の
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
事
例
や
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
・
課
題
を
題

材
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
効
果
的
な
使
い
方
や
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
検
討
・

発
表
を
行
っ
た
。

終
了
時
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
の

理
論
付
け
に
よ
っ
て
自
分
の
仕
事
の
見
直
し
が
で
き
た
、
日
常
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
業
務
の
整
理
・
再
確
認
が
で
き
役
に
立
っ
た
、
他

館
の
方
々
と
意
見
交
換
や
問
題
共
有
が
で
き
た
な
ど
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
好
評
で
あ
っ
た
。
今
後
も
、
基
本
的
に
こ
の
よ
う
な
形
で
、

こ
の
研
修
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(
注)
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

h
ttp

:/
/
crd

.n
d
l.g

o
.jp

/
jp

/
lib

ra
ry

/
g

u
id

elin
e.h

tm
l

を
参
照
。

(

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課)
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平

成

一

七

年

度

法

令

議

会

資

料

・

官

庁

資

料

研

修

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
平
成
一
八
年
三
月
二
日
、
三
日
の
二
日

間
、
東
京
本
館
に
お
い
て
、
標
記
研
修
を
行
っ
た
。
平
成
一
四
、

一
五
年
度
に
続
き
、
三
回
目
の
実
施
と
な
る
。

こ
の
研
修
は
、
法
令
議
会
資
料
お
よ
び
官
庁
資
料
に
つ
い
て
、
情

報
源
と
そ
の
利
用
方
法
を
把
握
し
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
基
礎
的
内
容
を

中
心
と
し
な
が
ら
、
応
用
面
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
今
回
は
、
公

共
図
書
館
一
〇
名
、
大
学
図
書
館
一
一
名
、
専
門
図
書
館
三
名
、
計

二
四
機
関
二
四
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

一
日
目
午
前
の

｢

国
の
情
報
の
提
供
と
図
書
館｣

で
は
、
根
本
彰

東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
か
ら
、
政
府
情
報
流
通
・
保

存
に
つ
い
て
、
日
米
の
体
制
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
提
供
が
進

ん
だ
現
状
、
ま
た
図
書
館
の
役
割
に
つ
い
て
講
義
が
あ
っ
た
。

午
後
に
は
、
当
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
課
職
員

が

｢

日
本
の
官
庁
資
料｣

と
題
し
、
そ
の
特
徴
、
代
表
的
資
料
群
、

冊
子
体
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
検
索
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
し
、

そ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
を
用
い
た
演
習
も
行
っ
た
。

続
い
て
一
日
目
の
講
義
全
体
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
付
け
、
そ
の

後
、
議
会
官
庁
資
料
室
お
よ
び
議
会
官
庁
資
料
課
所
管
の
書
庫
を
見

学
し
、
研
修
生
に
実
際
の
資
料
を
見
て
い
た
だ
い
た
。

二
日
目
は
、
午
前
に
清
水
ゆ
か
り
日
野
市
立
図
書
館
市
政
図
書
室

分
館
長
か
ら
、｢

日
野
市
立
図
書
館
市
政
図
書
室
の
行
政
情
報
の
収

集
と
提
供｣

と
題
し
、
熱
心
な
取
組
み
で
知
ら
れ
る
同
図
書
室
の
行

政
情
報
の
収
集
と
提
供
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

午
後
の

｢

日
本
の
法
令
資
料
・
議
会
資
料｣

で
は
、
議
会
官
庁
資

料
課
職
員
三
名
が
、
法
令
の
形
式
と
沿
革
、
議
会
資
料
の
特
徴
と
検

索
、
法
令
資
料
の
特
徴
と
検
索
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
提
供
し
て
い
る
日
本
法
令
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
国

会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
や
、
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
ツ
ー
ル
を
実
際
に
操
作
し
な
が
ら
演
習
を
行
っ
た
。

最
後
は
、
二
日
間
全
体
に
つ
い
て
の
質
疑
の
あ
と
、
講
師
か
ら
の

意
見
・
感
想
を
受
け
、
ま
と
め
と
し
た
。

研
修
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
基
本
と
な
る
知
識
が
押
さ
え

ら
れ
て
い
て
整
理
が
で
き
た
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
説
明
で
役
に
立

つ
内
容
だ
っ
た
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、
各
日
午
後
の
演
習

に
つ
い
て
は
、
自
分
で
考
え
な
が
ら
検
索
を
行
う
時
間
を
も
っ
と
増

や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て
は
、
研
修
の
構

成
、
講
義
内
容
と
も
、
お
お
む
ね
好
評
で
あ
っ
た
。

(

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課)
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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
図
書
館
長
カ
イ
・
エ
ク
ホ
ル
ム
博
士
招
へ
い
の
概
要

平
成
一
八
年
三
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
図
書

館

(N
a
tio

n
a
l

L
ib

ra
ry

o
f

F
in

la
n

d
)

の
館
長
、
カ
イ
・
エ
ク

ホ
ル
ム
博
士

(D
r.

K
a
i

E
k

h
o
lm
)

を
招
へ
い
し
、
講
演
会
と
当

館
幹
部
職
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
図
書
館
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
図
書
館
を
兼
ね

て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
や
電
子
情
報
の
長
期
的
保
存
、

国
民
に
対
す
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
提
供
等
、
電
子
情
報
に
関
し
て

先
進
的
な
取
組
み
を
行
う
と
共
に
、
北
欧
各
国
の
国
立
図
書
館
な
ど

と
電
子
情
報
に
関
す
る
協
力
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

エ
ク
ホ
ル
ム
館
長
は
滞
在
中
、
東
京
本
館
、
国
会
分
館

(

議
事
堂

見
学
も
含
む)

お
よ
び
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
視
察
を
行
っ
た
。

【
カ
イ
・
エ
ク
ホ
ル
ム
博
士
】

二
〇
〇
一
年
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立

図
書
館
長
に
就
任
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学

教
授
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
立
図
書
館
長
会

議

(C
E

N
L
)

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
標
準
に

関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
議
長
。

■
講
演

｢

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
図
書
館
に
お
け
る
電
子
情
報
へ
の

取
組
み
と
国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス｣

■
■
■

◎
欧
州
の
現
状

知
識
社
会
に
は
三
つ
の
段
階
が
あ
る
。
第
一
は
計
画
段
階
で
あ
る
。

第
二
は
一
部
の
電
子
化
事
業
や
機
関
間
の
協
力
事
業
を
開
始
し
て
い

る
が
ま
だ
安
定
し
た
予
算
措
置
が
な
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
あ
り
、

欧
州
の
多
く
の
国
々
が
こ
の
段
階
に
あ
る
。
第
三
は
恒
久
的
な
協
力

体
制
や
予
算
措
置
が
整
い
、
長
期
的
な
保
存
に
向
け
て
動
い
て
い
る

段
階
だ
が
、
こ
の
段
階
に
到
達
し
て
い
る
国
は
な
い
。

◎
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
図
書
館
の
戦
略

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
図
書
館
は
第
二
段
階
か
ら
第
三
段
階
へ
の
過

渡
期
に
あ
る
。
収
集
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
電
子
化
、
提
供
、
ア
ー
カ
イ

ブ
の
四
つ
は
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
ど
れ
が
欠
け
て
も
成
り
立

た
な
い
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
考
え
方
に
の
っ
と
っ

て
電
子
情
報
へ
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

収
集
の
面
で
は
、
学
術
分
野
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
つ
い
て
二
万

誌
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
電
子
化
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
新
聞
七
○

万
ペ
ー
ジ
、
そ
の
他
資
料
一
〇
万
ペ
ー
ジ
ほ
ど
が
あ
り
、
よ
く
利
用

さ
れ
て
い
る
。
提
供
に
つ
い
て
は
ま
だ
完
全
な
方
法
が
な
く
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
今
後
五
〜
六
年
か
け
て
進
め
て
い
く
。
ア
ー
カ
イ
ブ
は

欧
州
の
多
く
の
国
で
も
ま
だ
欠
け
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
で
も
現
在
長
期
保
存
に
向
け
た
法
律
の
整
備
中
で
あ
る
。

◎
三
つ
の
シ
ス
テ
ム

電
子
情
報
の
提
供
は
三
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
。
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全
国
情
報
検
索
ポ
ー
タ
ル
で
あ
る
Ｎ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｉ

(
N

a
tio

n
a
l

E
lectro

n
ic

L
ib

ra
ry

In
terfa

ce)

、
大
学
図
書
館
の
電
子
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
る
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｓ

(
D

ig
ita

l
O

b
ject

M
a
n

a
g

em
en

t
S

y
stem

)

、
電
子
的
目
録
の
維
持
管
理
を
行
う
統

合
シ
ス
テ
ム

(
In

teg
ra

ted
L

ib
ra

ry
S

y
stem

)

で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
は
共
通
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
連
携
し
て
い
る
。

◎
こ
れ
か
ら
の
国
立
図
書
館
の
役
割

従
来
は
資
料
の
保
存
・
保
護
で
あ
っ
た
が
、
新
し
い
役
割
は
情
報

の
提
供
で
あ
る
。
グ
ー
グ
ル
等
情
報
へ
の
ク
イ
ッ
ク
ア
ク
セ
ス
の
手

段
に
対
し
、
図
書
館
は
長
期
に
わ
た
る
良
質
の
情
報
を
提
供
す
る
機

関
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
十
分
に
提
供
す
る
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

■
当
館
幹
部
職
員
と
の
懇
談
会
■
■
■

懇
談
会
で
は
館
長
を
は
じ
め
と
し
た
当
館
の
幹
部
職
員
と
エ
ク
ホ

ル
ム
館
長
と
で
意
見
交
換
を
行
い
、
前
日
の
講
演
会
の
内
容
の
補
足

や
電
子
図
書
館
事
業
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
の
現
状
を
聞
い
た
。

◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
の
収
集
・
提
供

法
案
は
完
成
し
た
が
成
立
は
し
て
い
な
い
。
す
で
に
出
版
社
か
ら

は
暗
号
化
し
て
の
納
入
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
歴
史
的
資
料
の
収
集

や
九
〇
年
代
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
た
資
料
の
購
入

も
進
め
て
い
る
。
提
供
は
六
つ
の
納
本
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内

で
行
い
、
外
部
に
対
し
て
は
ポ
ー
タ
ル
で
フ
ィ
ル
タ
を
か
け
、
著
作

権
の
問
題
の
な
い
も
の
の
み
許
可
し
て
い
る
。
倫
理
的
な
理
由
で
の

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
欧
州
に
お
い
て
一
般

的
に
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。

◎
資
料
電
子
化

著
作
権
の
問
題
な
し
に
電
子
化
可
能
な

一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
資
料
を
中
心
と
し

て
い
る
。
納
本
図
書
館
は
電
子
化
に
お
い

て
特
別
な
権
利
が
法
律
で
保
障
さ
れ
て
い

る
が
、
著
作
権
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は

著
作
権
団
体
と
協
力
し
て
進
め
て
い
る
。

利
用
さ
れ
た
時
点
で
代
償
金
を
払
う
制
度

が
あ
る
が
小
額
で
あ
る
。

◎
民
間
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
収
集
の
問
題

ど
の
程
度
深
い
と
こ
ろ
ま
で
ロ
ボ
ッ
ト

収
集
の
巡
回
を
許
す
か
が
課
題
。
図
書
館
資
料
の
目
玉
だ
け
を
持
っ

て
行
か
れ
、
利
用
者
に
は
そ
れ
が
図
書
館
の
資
料
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
収
集
を
禁
止
す
る
と
誰
か
ら
も

利
用
さ
れ
な
く
な
る
。
グ
ー
グ
ル
な
ど
と
は
協
力
で
き
る
と
こ
ろ
は

協
力
す
る
と
い
う
戦
略
的
な
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
者
の
意
向
を
尊
重
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
講
演
会
の
資
料
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
:/

/
w

w
w

.

n
d
l.g

o
.jp

/
)
｢

国
立
国
会
図
書
館
に
つ
い
て｣

―

｢

国
際
協
力
活

動｣
―

｢
国
際
協
力
関
係
ニ
ュ
ー
ス｣

に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

(

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課)
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国
立
国
会
図
書
館
の
平
成
一
八
年
度
予
算
に
つ
い
て

国
の
平
成
一
八
年
度
予
算
は
、
平
成
一
八
年
三
月
二
七
日
に
成
立

し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
平
成
一
八
年
度
歳
出
予
算
額
は
二
三
一

億
六
、六
一
一
万
二
、〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
前
年
度
の
当
初
予
算
額
と

比
較
す
る
と
、
約
七
億
八
、〇
〇
〇
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
が
、
こ

れ
は
主
と
し
て
、
平
成
一
三
年
度
補
正
予
算

(

第
二
号)

に
よ
り
支

出
し
た
改
革
推
進
公
共
投
資
国
立
国
会
図
書
館
施
設
費
の
償
還
が
、

平
成
一
七
年
度
限
り
で
完
了
し
た
た
め
で
あ
る
。

平
成
一
八
年
度
予
算
の
主
要
項
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築

�

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
情
報
資
源
の
散
逸
を
防
ぎ
、
収
集
・
保
存
に

努
め
る
と
と
も
に
、
電
子
化
さ
れ
た
資
料
へ
の
広
範
な
ア
ク
セ
ス
を

確
保
す
る
た
め
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
、
電
子
情
報
を
収
集
、
保
存
、

提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
っ
て
い

る
。
平
成
一
八
年
度
に
お
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
調
査
・
設
計
等
に

必
要
な
経
費
と
し
て
、
約
七
億
三
、〇
〇
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

�

電
子
図
書
館
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築

平
成
一
二
年
度
か
ら
段
階
的
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
一
八
年
度
に
お
い
て
は
、
明
治
期
刊
行
図
書
の
電
子
化
を

完
了
し
、
大
正
期
刊
行
図
書
の
電
子
化
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
こ

の
た
め
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、

約
二
億
六
、
〇
〇
〇
万
円
が
計
上

さ
れ
た
。

二

電
子
図
書
館
の
基
盤
整
備

�

電
子
図
書
館
基
盤
シ
ス
テ
ム

の
運
用
お
よ
び
更
新
・
改
修

東
京
本
館
、
関
西
館
お
よ
び
国

際
子
ど
も
図
書
館
の
三
施
設
が
一

体
と
な
っ
て
機
能
し
、
有
機
的
に

連
携
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
電
子
図
書
館
基
盤

シ
ス
テ
ム
の
運
用
お
よ
び
更
新
・

改
修
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、
約

二
三
億
三
、
〇
〇
〇
万
円
が
計
上

さ
れ
た
。

�

帝
国
議
会
会
議
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

帝
国
議
会
会
議
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
入
力
に
必
要
な
経
費

と
し
て
、
約
四
、〇
〇
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

�

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
提
供

科
学
技
術
情
報
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
東
京
本
館
お
よ
び
関
西
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予算の費目別構成比 (平成18年度)

人件費
42.5％

図書館資料収集経費
10.5％

業務の情報
システム化経費

17.9％

その他の事務費等
20.9％

施設費
8.2％



館
に
お
い
て
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
提
供
す
る
た
め
の
経
費
約
二
億

五
、〇
〇
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

三

施
設
整
備

�

新
館
改
修
工
事

東
京
本
館
の
新
館
に
つ
い
て
、
す
で
に
着
工
し
て
い
る
書
籍
搬
送

設
備
改
修
工
事

(

約
二
億
七
、〇
〇
〇
万
円)

、
新
館
・
本
館
連
絡
通

路
改
修
工
事

(

約
二
億
一
、〇
〇
〇
万
円)

、
衛
生
・
エ
レ
ベ
ー
タ
設

備
改
修
工
事

(

約
一
億
七
、〇
〇
〇
万
円)

に
加
え
、
第
一
期
建
築
・

電
気
設
備
・
機
械
設
備
改
修
工
事

(

約
二
億
四
、〇
〇
〇
万
円)

に

必
要
な
経
費
が
計
上
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
第
一
期
建
築
・
電
気
設

備
・
機
械
設
備
改
修
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
三
か
年
の

国
庫
債
務
負
担
行
為

(

総
額
約
二
二
億
二
、〇
〇
〇
万
円)

が
認
め

ら
れ
た
。

�

そ
の
他
の
お
も
な
改
修
工
事
等

東
京
本
館
の
防
災
監
視
設
備
改
修
工
事

(

約
七
億
円)

、
本
館
外

壁
補
修
工
事

(

約
一
億
二
、〇
〇
〇
万
円)

、
厨
房
排
水
油
脂
分
除
外

施
設
設
置
工
事

(

約
六
、
〇
〇
〇
万
円)

、
本
館
耐
震
・
保
全
調
査

(

約
五
、〇
〇
〇
万
円)

の
ほ
か
、
代
々
木
上
原
職
員
宿
舎
改
修
工
事

(

約
一
、〇
〇
〇
万
円)

、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
施
設
拡
充
の
た
め

の
敷
地
調
査
及
び
建
築
調
査

(

約
一
、〇
〇
〇
万
円)

等
に
必
要
な

経
費
が
計
上
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
代
々
木
上
原
職
員
宿
舎
改
修
工

事
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
二
か
年
の
国
庫
債
務
負
担
行

為
(

総
額
約
七
、〇
〇
〇
万
円)

が
認
め
ら
れ
た
。

�

関
西
館
第
二
期
建
設
用
地
取
得

平
成
一
四
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
関
西
館
第
二
期
建
設
用
地
の
取

得
に
つ
い
て
は
、
約
二
、〇
〇
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

(

総
務
部
会
計
課)
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平成18年度歳出予算額
(単位：千円)

(項) 国立国会図書館 21,261,880

人件費
国立国会図書館共通経費
東京本館運営経費
業務の情報システム化
立法調査業務
国際子ども図書館運営経費
関西館運営経費
図書館資料の購入費
うち納入出版物代償金
国会会議録フルテキスト・データベースシステム管理運用経費
科学技術関係資料の収集整備に必要な経費

9,832,611
297,172
2,138,488
4,146,412
333,515
610,474
1,916,833
888,516
390,249
85,204

1,012,655

(項) 国立国会図書館施設費 1,904,232

防災監視設備改修工事費
新館改修工事費 (書籍搬送設備改修)
新館改修工事費 (第一期建築・電気設備・機械設備改修)
新館改修工事費 (新館・本館連絡通路改修)
新館改修工事費 (衛生・エレベータ設備改修)
本館外壁補修工事費
厨房排水油脂分除外施設設置工事費
本館耐震・保全調査費
代々木上原職員宿舎改修工事費
国際子ども図書館の施設拡充のための敷地調査及び建築調査費
関西館用地取得費
東京本館庁舎整備費

700,522
272,769
240,234
209,584
171,416
117,149
56,402
53,344
13,692
9,266
22,029
37,825

計 23,166,112



�
�

�
�

法
規
の
制
定

解
説

内
規
第
一
号
は
、
展
示
委
員
会
の
所
掌
事
務
に

い
わ
ゆ
る
電
子
展
示
会
に
関
す
る
事
務
が
加
わ
る

こ
と
等
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を
整
備
し
た
も
の

で
あ
る
。

内
規
第
二
号
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
事
業
の
改
善
に
関
す
る
企
画
に
参
画
す
る

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
の
企

画
協
力
員｣

の
設
置
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で

あ
る
。

内
規
第
三
号
は
、
国
会
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
規
程

(

昭
和
二
十
二
年
十
月
十
六
日
両
院
議
長

決
定)

の
改
正
等
に
伴
う
所
要
の
規
定
の
整
備
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

内
規
第
四
号
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
が
児
童
の
権
利

を
著
し
く
侵
害
す
る
こ
と
の
重
大
性
に
か
ん
が
み
、

児
童
ポ
ル
ノ
に
該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
資
料
に

つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
資
料
利
用
制
限
措

置
等
に
関
す
る
内
規

(

昭
和
六
十
三
年
国
立
国
会

図
書
館
内
規
第
六
号)

の
特
例
と
し
て
、
裁
判
に

よ
る
確
定
等
の
客
観
的
な
事
由
が
な
く
て
も
利
用

制
限
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
場
合
の
調
査
審
議
の
手
続
等
を
整

備
し
た
も
の
で
あ
る
。

館
長
決
定
第
一
号
は
、
国
会
職
員
の
給
料
表
の

改
定
に
伴
う
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。

規
則
第
一
号
及
び
内
規
第
五
号
は
、
学
術
文
献

録
音
テ
ー
プ
等
に
関
す
る
事
務
の
関
西
館
へ
の
一

本
化
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
関
係

事
務
の
所
掌
の
変
更
、
関
西
館
事
業
部
電
子
図
書

館
課
の
所
掌
事
務
の
見
直
し
、
調
査
及
び
立
法
考

査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
そ
の
他
の
課
に
お
け

る
係
の
再
編
等
に
伴
い
、
規
則
第
一
号
は
課
レ
ベ

ル
の
事
務
に
つ
い
て
、
内
規
第
五
号
は
係
レ
ベ
ル

の
事
務
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
整
備
し
た
も
の

で
あ
る
。

規
程
第
一
号
は
、
職
員

(

館
長
・
副
館
長
を
除

く
。)
の
定
員
を
六
人
減
ら
し
九
百
三
十
二
人
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

規
程
第
二
号
及
び
内
規
第
六
号
は
、
国
会
職
員

の
給
料
表
の
改
定
及
び
商
法
の
新
株
引
受
権
制
度

の
廃
止
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を
整
備
し
た
も
の

で
あ
る
。

以
上
の
法
規
は
、
規
程
第
二
号
の
一
部
の
規
定

を
除
き
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
。

(

内
規
第
一
号)

国
立
国
会
図
書
館
展
示
委
員
会
内
規
の
一
部

を
改
正
す
る
内
規

(

平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
展
示
委
員
会
内
規

(

昭
和
六
十

二
年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
七
号)

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

そ
の
所
蔵
す
る
図
書
館
資
料
及
び
そ

の
他
の
関
係
資
料
を
用
い
て
行
う
展
示

(

国
際
子
ど

も
図
書
館
に
お
い
て
行
う｣

を

｢

展
示
会

(

国
際
子

ど
も
図
書
館
の
所
掌
に
属
す
る｣

に
改
め
、
同
条
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

こ
の
内
規
に
お
い
て

｢

展
示
会｣

と
は
、
特
定

の
主
題
に
関
す
る
図
書
館
資
料
及
び
電
子
情
報

(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

(

以
下

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等｣

と
い

う
。)

を
通
じ
て
発
信
さ
れ
た
図
書
館
資
料
と
同

等
の
内
容
を
有
す
る
情
報
を
い
う
。)

に
関
す
る

展
示
及
び
電
子
図
書
館
に
よ
る
奉
仕

(

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
館
が
発
信
す
る
情
報
を
用
い

て
行
う
図
書
館
奉
仕
を
い
う
。)

を
い
う
。

第
二
条
中

｢

展
示｣

を

｢

展
示
会｣

に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し

と
し
て

｢(

小
委
員
会)｣

を
付
し
、
同
条
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。
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第
六
条

委
員
会
に
、
常
設
展
示

(

館
内
の
所
定
の

場
所
に
お
い
て
継
続
的
に
実
施
す
る
展
示
会
を
い

う
。)
の
企
画
、
運
営
計
画
及
び
実
施
に
関
す
る

事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
常
設
展
示
小
委
員
会

を
置
く
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
は
、
常

設
展
示
以
外
の
展
示
会
の
企
画
、
運
営
計
画
及
び

実
施
に
関
す
る
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
小
委

員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
小
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
、
複
数
置

く
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中

｢

小
委
員
会｣

を

｢

常
設
展
示
小
委
員
会
及
び
前
条

第
二
項
の
小
委
員
会

(

以
下

｢

小
委
員
会｣

と
総
称

す
る
。)｣

に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

小
委
員
会
に
、
班
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
第
二
項
中

｢

展
示｣

を

｢

展
示
会｣

に
、

｢

関
係
部
局｣

を

｢

関
係
部
局
等｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

内
規
第
二
号)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
の

企
画
協
力
員
の
設
置
に
関
す
る
内
規

(

平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日
制
定)

(

目
的
及
び
設
置)

第
一
条

国
立
国
会
図
書
館
が
実
施
す
る
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
事
業
の
改
善
に
資
す

る
た
め
、
国
立
国
会
図
書
館
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
の
企
画
協
力
員

(

以
下

｢

企
画
協
力
員｣

と
い
う
。)

若
干
人
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
。

(

委
嘱
及
び
任
期)

第
二
条

企
画
協
力
員
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
関
し

学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
館
長
が
委

嘱
す
る
。

２

企
画
協
力
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ

し
、
再
任
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

(

任
務)

第
三
条

企
画
協
力
員
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
事
業
の
改
善
に
関
す
る
企
画
に
参
画

す
る
。附

則

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

内
規
第
三
号)

国
立
国
会
図
書
館
文
書
決
裁
内
規
の
一
部
を

改
正
す
る
内
規

(

平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
文
書
決
裁
内
規

(
平
成
二
年
国

立
国
会
図
書
館
内
規
第
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表

(

４

総
務
部
人
事
課)

の
表
番
号
46
の
項

中

｢､
特
別
昇
給
定
数
｣

を
削
り
、
同
表
番
号
52
の

項
中

｢４
級
研
修
｣

を

｢３
級
研
修
｣

に
改
め
、
同

表
番
号
53
の
項
中

｢７
級
研
修
｣

を

｢５
級
研
修
｣

に
改
め
る
。

別
表

(

13

主
題
情
報
部)

の
表
番
号
１
の
項
中

｢部
長
｣

を

｢部
長
(展
示
委
員
会
委
員
長
)｣

に
改

め
る
。

別
表

(

15

関
西
館)

の
表
番
号
80
の
項
中

｢新

規
参
加
｣

を

｢へ
の
参
加
等
｣

に
改
め
、
同
表
中
番

号
83
の
項
を
番
号
84
の
項
と
し
、
番
号
82
の
項
を
番

号
83
の
項
と
し
、
番
号
81
の
項
を
番
号
82
の
項
と
し
、

番
号
80
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(

略)

附

則

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

内
規
第
四
号)

児
童
ポ
ル
ノ
に
該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
資

料
に
つ
い
て
の
国
立
国
会
図
書
館
資
料
利
用

制
限
措
置
等
に
関
す
る
内
規
の
特
例
に
関
す

る
内
規(

平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日
制
定)

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
内
規
は
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
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に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関

す
る
法
律

(

平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
。
以

下

｢
児
童
ポ
ル
ノ
法｣

と
い
う
。)

の
趣
旨
に
か

ん
が
み
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
資
料
に
つ
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
資
料
利
用

制
限
措
置
等
に
関
す
る
内
規

(

昭
和
六
十
三
年
国

立
国
会
図
書
館
内
規
第
六
号
。
以
下

｢

利
用
制
限

内
規｣

と
い
う
。)

の
特
例
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

利
用
制
限
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
の

特
例)

第
二
条

児
童
ポ
ル
ノ
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す

る
児
童
ポ
ル
ノ

(

以
下
単
に

｢

児
童
ポ
ル
ノ｣

と

い
う
。)

に
該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
資
料

(
国

立
国
会
図
書
館

(

以
下

｢

館｣

と
い
う
。)

が
収

集
し
た
図
書
館
資
料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

は
、

利
用
制
限
内
規
第
四
条
の
利
用
制
限
措
置
を
採
る

こ
と
が
で
き
る
資
料
と
す
る
。

(

調
査
審
議
等)

第
三
条

児
童
ポ
ル
ノ
に
該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

資
料
の
利
用
制
限
に
つ
い
て
は
、
利
用
制
限
内
規

第
四
条
第
三
号
に
掲
げ
る
資
料
の
利
用
制
限
に
つ

い
て
利
用
制
限
内
規
第
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
利
用
制
限
等
申
出
資
料
取
扱
委
員

会
が
調
査
審
議
す
る
場
合
を
除
き
、
児
童
ポ
ル
ノ

に
該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
資
料
に
関
す
る
検
討

委
員
会
が
調
査
審
議
し
、
そ
の
結
果
を
館
長
に
報

告
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
審
議
は
、
利
用
制
限

内
規
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
出
に
よ
る
こ

と
を
要
し
な
い
。

３

利
用
制
限
内
規
第
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
審
議
に
付
す
る
資
料
の

一
時
保
管
そ
の
他
の
臨
時
措
置
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

(

再
審
議
等)

第
四
条

こ
の
内
規
に
定
め
る
手
続
に
よ
り
利
用
制

限
措
置
が
決
定
さ
れ
た
資
料

(

以
下

｢

措
置
決
定

資
料｣

と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
期
間

が
経
過
す
る
前
又
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
に
、
再
検
討
委
員
が
当
該
措
置
に
つ

い
て
再
審
議
し
、
そ
の
結
果
を
館
長
に
報
告
す
る
。

一

当
該
措
置
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
児
童
ポ

ル
ノ
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
と
き
。

二

当
該
措
置
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
児
童
ポ

ル
ノ
法
の
解
釈
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
決
が
あ
っ

た
と
き
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
措
置

に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
社
会
的
事
情
の
変
化

が
あ
っ
た
と
館
長
が
認
め
る
と
き
そ
の
他
館
長

が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

２

前
項
の
期
間
は
、
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
、
資
料
ご
と
に
館
長
が
定
め
る
。

３

再
検
討
委
員
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
館
長
が

別
に
定
め
る
。

４

利
用
制
限
内
規
第
八
条
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、

措
置
決
定
資
料
の
利
用
制
限
に
つ
い
て
再
決
定
す

る
場
合
に
準
用
す
る
。

(

利
用
制
限
措
置
の
解
除)

第
五
条

館
長
は
、
措
置
決
定
資
料
が
児
童
ポ
ル
ノ

に
該
当
し
な
い
こ
と
が
裁
判
に
よ
り
確
定
し
た
と

き
は
、
当
該
資
料
の
利
用
制
限
措
置
を
解
除
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
再
検
討
委
員
に
よ
る
再

審
議
を
要
し
な
い
。

(

手
続
の
細
目)

第
六
条

第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

資
料
の
利
用
制
限
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

館
長
が
別
に
定
め
る
。

(

児
童
ポ
ル
ノ
に
該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
資
料

に
関
す
る
検
討
委
員
会)

第
七
条

館
に
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
該
当
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
資
料
に
関
す
る
検
討
委
員
会

(

以
下

｢

委

員
会｣

と
い
う
。)

を
置
く
。

２

委
員
会
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

児
童
ポ
ル
ノ
に
該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
資
料
の

利
用
制
限
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
そ
の
結
果
を

館
長
に
報
告
す
る
。

３

委
員
会
は
、
委
員
長
及
び
委
員
若
干
人
で
組
織

す
る
。

４

委
員
長
は
、
収
集
部
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

５

委
員
長
は
、
会
務
を
掌
理
す
る
。
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６

委
員
は
、
職
員
の
う
ち
か
ら
館
長
が
命
ず
る
。

７

委
員
会
の
庶
務
は
、
収
集
部
収
集
企
画
課
に
お

い
て
処
理
す
る
。

８

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
運

営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
委
員
長
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

館
長
決
定
第
一
号)

国
立
国
会
図
書
館
に
技
術
主
任
を
置
く
の
件

及
び
給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
件
に
規

定
す
る
国
立
国
会
図
書
館
長
が
認
め
る
職
及

び
国
立
国
会
図
書
館
長
が
定
め
る
職
に
関
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(

平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日
制
定)

(

国
立
国
会
図
書
館
に
技
術
主
任
を
置
く
の
件
の

一
部
改
正)

１

国
立
国
会
図
書
館
に
技
術
主
任
を
置
く
の
件

(

昭
和
三
十
九
年
館
長
決
定
第
五
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
項
中

｢

四
級
、
五
級
又
は
六
級｣

を

｢

三

級
又
は
四
級｣

に
改
め
る
。

(

給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
件
に
規
定
す
る

国
立
国
会
図
書
館
長
が
認
め
る
職
及
び
国
立
国
会

図
書
館
長
が
定
め
る
職
に
関
す
る
件
の
一
部
改
正)

２

給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
件
に
規
定
す
る

国
立
国
会
図
書
館
長
が
認
め
る
職
及
び
国
立
国
会

図
書
館
長
が
定
め
る
職
に
関
す
る
件

(

平
成
三
年

館
長
決
定
第
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
項
中

｢

そ
の
職
務
の
級
が｣

を
削
り
、

｢

七
級｣

を

｢

の
職
務
の
級
五
級｣

に
改
め
る
。

附

則

本
件
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

館
長
決
定
第
二
号)

学
術
文
献
録
音
員
に
関
す
る
件
を
廃
止
す
る

件

(

平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日
制
定)

学
術
文
献
録
音
員
に
関
す
る
件

(

平
成
十
四
年
館

長
決
定
第
十
号)

は
、
廃
止
す
る
。

附

則

本
件
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
規
則
第
一
号)

国
立
国
会
図
書
館
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則(

平
成
十
八
年
三
月
三
十
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
組
織
規
則

(

平
成
十
四
年
国
立

国
会
図
書
館
規
則
第
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
第
一
号
中

｢
の
図
書｣

の
下
に

｢

及

び
日
本
語
に
よ
る
外
国
の
図
書｣
を
加
え
る
。

第
四
十
七
条
第
一
号
中

｢

の
図
書｣

の
下
に

｢(

日
本
語
に
よ
る
も
の
を
除
く
。)｣

を
加
え
、｢

局
、｣

を
削
る
。

第
五
十
条
第
七
号
を
削
り
、
同
条
第
八
号
中

｢

前

号
に
規
定
す
る｣

を

｢

関
西
館
に
所
属
す
る｣

に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
九
号
か
ら

第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
六
十
四
条
第
二
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、

第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
う
ち
関
西
館
に
関
す
る
も

の
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
十
条
第
六
号
を
削
り
、
同
条
第
五
号
中

｢

資

料
提
供
部
及
び｣

を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と

し
、
同
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

図
書
館
等
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
事
例

に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
及
び
提
供
並

び
に
維
持
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
十
一
条
第
一
号
中

｢

の
実
施

(

技
術
的
研
究

を
含
む
。)｣

を

｢

に
係
る
技
術
的
研
究｣

に
改
め
、

同
条
第
二
号
中

｢

に
関
す
る
こ
と｣

を

｢

及
び
そ
の

成
果
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
提
供
に
関
す

る
こ
と

(

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
所
掌
に
属
す
る
も

の
を
除
く
。)｣

に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

｢

前
二
号

の
事
務｣

を

｢

収
集
資
料
そ
の
他
の
図
書
館
資
料
の

電
磁
的
方
法
に
よ
る
複
製
及
び
そ
の
成
果
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
提
供｣

に
改
め
、
同
条
第
五
号

中

｢

収
集
し
た｣

を

｢

前
号
の
規
定
に
よ
り
収
集
し

た｣

に
、｢

並
び
に
保
存｣

を

｢

、
保
存
並
び
に
イ
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ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
提
供｣

に
改
め
、
同
条

中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
す
る
。

第
七
十
三
条
第
六
号
中

｢

調
査｣

を

｢

企
画
並
び

に
調
査｣

に
改
め
、
同
条
第
八
号
中

｢

関
す
る
こ
と｣

の
下
に｢(

関
西
館
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。)｣

を
加
え
、
同
条
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九

号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
第
十
二
号
を

第
十
一
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

内
規
第
五
号)

国
立
国
会
図
書
館
事
務
分
掌
内
規
の
一
部
を

改
正
す
る
内
規

(

平
成
十
八
年
三
月
三
十
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
事
務
分
掌
内
規

(

平
成
十
四
年

国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

｢

第
百
二
十
七
条｣

を

｢

第
百
二
十
七
条

の
二｣

に
改
め
る
。

第
五
十
条
中

｢

五
係｣

を

｢

六
係｣

に
改
め
、
同

条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

政
治
係

三

経
済
係

第
五
十
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を

第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

社
会
係

第
五
十
二
条
及
び
第
五
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

(

政
治
係)

第
五
十
二
条

政
治
係
は
、
国
立
国
会
図
書
館
組
織

規
則

(

平
成
十
四
年
国
立
国
会
図
書
館
規
則
第
一

号
。
以
下

｢

規
則｣

と
い
う
。)

第
十
四
条
第
一

項
各
号
、
第
十
五
条
第
一
項
各
号
及
び
第
十
六
条

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る

(

議
会
官
庁
資

料
課
及
び
議
員
閲
覧
係
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を

除
く
。)

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
規
則
第
十
四
条

第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号

及
び
第
十
一
号
中

｢

他
の
室｣

と
あ
る
の
は
、

｢

経
済
係
及
び
社
会
係｣

と
す
る
。

(

経
済
係)

第
五
十
三
条

経
済
係
は
、
規
則
第
十
七
条
第
一
項

各
号
、
第
十
八
条
第
一
項
各
号
、
第
十
九
条
第
一

項
各
号
及
び
第
二
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事

項
に
係
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
関
す
る
事
務
を
つ
か

さ
ど
る

(

議
会
官
庁
資
料
課
及
び
議
員
閲
覧
係
の

所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。)

。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
規
則
第
十
七
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十

八
条
第
一
項
第
六
号
中

｢
他
の
室｣

と
あ
る
の
は
、

｢

政
治
係
及
び
社
会
係｣

と
す
る
。

第
五
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

社
会
係)

第
五
十
三
条
の
二

社
会
係
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務

を
つ
か
さ
ど
る
。

一

規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
十

二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
に
関
す
る
こ
と

(

議
会
官
庁
資
料
課
及

び
議
員
閲
覧
係
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。)

。

二

依
頼
に
基
づ
く
調
査
又
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で

他
の
所
掌
に
属
し
な
い
事
項
に
関
す
る
も
の
に

関
す
る
こ
と
。

第
五
十
四
条
第
一
号
中

｢(

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
第
二

係
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。)｣

を
削
り
、
同

条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と

し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

調
査
及
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
必
要
な
書
誌
又

は
目
録
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
十
六
条
中

｢

国
立
国
会
図
書
館
組
織
規
則

(

平
成
十
四
年
国
立
国
会
図
書
館
規
則
第
一
号)｣

を

｢

規
則｣

に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

人
権
の
侵
害
等
に
よ
り
利
用
に
供
す
る
こ
と

が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
収
集
資
料
の
利
用
の

制
限
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
十
条
第
四
号
中

｢

及
び
利
用
制
限
等
申
出
資

料
取
扱
委
員
会｣

を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

五

利
用
制
限
等
申
出
資
料
取
扱
委
員
会
及
び
児

童
ポ
ル
ノ
に
該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
資
料
に
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関
す
る
検
討
委
員
会
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
十
六
条
中

｢

三
係｣

を

｢

二
係｣

に
改
め
、

同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

特
別
資
料
係

第
九
十
六
条
第
三
号
を
削
る
。

第
九
十
七
条
第
四
号
中

｢

並
び
に｣

を

｢

及
び｣

に
、｢

電
子
資
料
係
及
び
音
楽
映
像
係｣

を

｢

特
別

資
料
係｣

に
改
め
る
。

第
九
十
八
条

(

見
出
し
を
含
む
。)

中

｢

電
子
資

料
係｣

を

｢

特
別
資
料
係｣

に
改
め
、
同
条
第
一
号

中

｢

、
逐
次
刊
行
物
課
及
び
音
楽
映
像
係｣

を

｢

及

び
逐
次
刊
行
物
課｣

に
改
め
る
。

第
九
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
十
九
条

削
除

第
百
五
条
第
八
号
を
削
り
、
同
条
第
九
号
中

｢(

前
号
の
図
書
館
資
料
を
除
く
。)｣

を
削
り
、｢

視

覚
障
害
者
用
図
書
館
資
料｣

の
下
に

｢(

関
西
館
に

所
属
す
る
も
の
を
除
く
。)｣

を
加
え
、
同
号
を
同
条

第
八
号
と
し
、
同
条
中
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
第

十
一
号
を
第
十
号
と
す
る
。

第
百
二
十
四
条
中

｢

三
係｣

を

｢

四
係｣

に
改
め
、

同
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

情
報
サ
ー
ビ
ス
第
一
係

第
百
二
十
四
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

情
報
サ
ー
ビ
ス
第
二
係

第
百
二
十
五
条
第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
係
及
び
情
報
サ
ー
ビ
ス
係｣

を

｢

他
係｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
す
る
。

第
百
二
十
七
条

(

見
出
し
を
含
む
。)

中

｢

情
報

サ
ー
ビ
ス
係｣

を

｢

情
報
サ
ー
ビ
ス
第
一
係｣

に
改

め
、
同
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

特
定
の
主
題
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
そ
の
他

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
関
す
る
事
務
の
遂
行
に
資
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
編
集
及
び
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

第
一
章
第
一
節
第
六
款
第
一
目
中
第
百
二
十
七
条

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

情
報
サ
ー
ビ
ス
第
二
係)

第
百
二
十
七
条
の
二

情
報
サ
ー
ビ
ス
第
二
係
は
、

国
立
国
会
図
書
館
展
示
委
員
会
の
庶
務
に
関
す
る

事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
百
五
十
一
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
五

号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
接
続
し
た
館
の
情
報

シ
ス
テ
ム
に
備
え
た
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
た

め
の
フ
ァ
イ
ル

(

以
下

｢

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｣

と

い
う
。)

の
う
ち
関
西
館
に
関
す
る
も
の
に
関

す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
六
十
八
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係

第
百
七
十
一
条
の
見
出
し
を

｢(
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
係)

｣

に
改
め
、
同
条
中

｢

総
合
目
録
係｣

を

｢

協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係｣

に
改
め
、｢

(
国
際
子
ど

も
図
書
館
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。)｣
を
削

り
、
同
条
第
一
号
中

｢

関
す
る
こ
と｣

の
下
に

｢(

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。)｣

を
加
え
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。二

図
書
館
等
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
事
例

に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
及
び
提
供
並

び
に
維
持
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
七
十
一
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

前
二
号
の
事
務
に
係
る
図
書
館
等
と
の
協
力

に
関
す
る
こ
と
。

第
百
七
十
二
条
第
二
号
中

｢

貸
出
用
の
学
術
文
献

録
音
テ
ー
プ
等｣

を

｢

収
集
し
た
学
術
文
献
を
録
音

し
た
磁
気
テ
ー
プ
又
は
光
デ
ィ
ス
ク

(

以
下

｢

学
術

文
献
録
音
テ
ー
プ
等｣

と
い
う
。)｣

に
改
め
、
同
条

第
三
号
中

｢(

資
料
提
供
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の

を
除
く
。)｣

を
削
り
、
同
条
中
第
五
号
を
削
り
、
第

六
号
を
第
五
号
と
す
る
。

第
百
七
十
三
条
中

｢

四
係｣

を

｢

五
係｣

に
改
め
、

同
条
第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

著
作
権
処
理
係

四

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
第
一
係

第
百
七
十
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
第
二
係

第
百
七
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

資
料
電
子
化
係)

第
百
七
十
五
条

資
料
電
子
化
係
は
、
収
集
資
料
そ

の
他
の
図
書
館
資
料
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
複
製
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及
び
そ
の
成
果
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た

提
供
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る

(

国
際
子
ど

も
図
書
館
及
び
著
作
権
処
理
係
の
所
掌
に
属
す
る

も
の
を
除
く
。)

。

第
百
七
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

著
作
権
処
理
係)

第
百
七
十
五
条
の
二

著
作
権
処
理
係
は
、
収
集
資

料
そ
の
他
の
図
書
館
資
料
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る

複
製
及
び
そ
の
成
果
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通

じ
た
提
供
に
係
る
著
作
権
の
処
理
に
関
す
る
事
務

を
つ
か
さ
ど
る
。

第
百
七
十
六
条

(

見
出
し
を
含
む
。)
中

｢
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
情
報
係｣

を

｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
第
一

係｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、

同
条
第
四
号
中

｢

第
一
号
及
び
前
号｣

を

｢

前
号
及

び
次
条
第
二
号｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と

す
る
。

第
百
七
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
第
二
係)

第
百
七
十
七
条

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
第
二
係
は
、

次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

前
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
収
集
し
た
電
子

情
報
の
整
理
、
書
誌
又
は
目
録
の
作
成
及
び
提

供
並
び
に
保
存

(

技
術
的
研
究
に
係
る
も
の
を

除
く
。)

に
関
す
る
こ
と

(

書
誌
部
の
所
掌
に

属
す
る
も
の
を
除
く
。)

。

二

前
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
収
集
し
た
電
子

情
報
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
提
供
に

関
す
る
こ
と

(

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
第
一
係
の

所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。)

。

第
百
八
十
条
第
五
号
中

｢

収
集
し
た｣

を
削
り
、

｢

そ
の
他
の
児
童
書
に
関
す
る
電
子
図
書
館
に
よ
る

奉
仕
の
実
施
に
関
す
る
こ
と｣

を

｢

に
関
す
る
こ
と

(

関
西
館
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。)｣

に
改

め
、
同
条
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
児
童
書
に
関

す
る
電
子
図
書
館
に
よ
る
奉
仕
の
実
施
に
関
す

る
こ
と
。

附

則

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(
規
程
第
一
号)

国
立
国
会
図
書
館
職
員
定
員
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

(

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
職
員
定
員
規
程

(

昭
和
三
十
三

年
国
立
国
会
図
書
館
規
程
第
一
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中

｢

九
百
三
十
八
人｣

を

｢

九
百
三
十
二
人｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

規
程
第
二
号)

国
立
国
会
図
書
館
職
員
倫
理
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

(

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
職
員
倫
理
規
程

(

平
成
十
二
年

国
立
国
会
図
書
館
規
程
第
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
三
号
中

｢

七
級｣

を

｢

五
級｣

に
改
め
、
同
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四

項
と
し
、
第
六
項
を
第
五
項
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中

｢

副
部
長
級｣

を

｢

指
定
職｣

に
改
め
、｢

、
新
株
引
受
権
証
書｣

を
削
る
。

第
七
条
第
一
項
中

｢

副
部
長
級｣

を

｢

指
定
職｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
第
一
項
の
改
正
規
定

(｢

、
新
株
引
受
権
証
書｣

を
削
る
部
分
に
限
る
。)

及
び
次
項
の
規
定
は
、
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
七
年

法
律
第
八
十
七
号)

の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お

け
る
新
株
引
受
権
証
書

(

新
株
引
受
権
証
書
が
発

行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
が
発

行
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
こ
れ
に
表
示
さ
れ
る
べ

き
新
株
の
引
受
権)

に
つ
い
て
の
国
立
国
会
図
書
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館
職
員
倫
理
規
程
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

内
規
第
六
号)

国
立
国
会
図
書
館
職
員
の
倫
理
の
保
持
に
関

す
る
内
規
の
一
部
を
改
正
す
る
内
規

(

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
職
員
の
倫
理
の
保
持
に
関
す
る

内
規

(

平
成
十
二
年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中

｢

第
二
条
第
五
項｣

を

｢

第
二
条
第
四
項｣

に
、｢

同
条
第
六
項｣
を

｢

同
条

第
五
項｣

に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
二
項
第
五
号
中

｢

第
二
条
第
六
項｣

を

｢

第
二
条
第
五
項｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

お
も
な
人
事

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
財
政
金
融
調
査
室
主
任)

専
門
調
査
員

岩
城

成
幸

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
を
命
ず
る

(

書
誌
部
長)

司

書

村
上

正
志

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付)

専
門
調
査
員

山
崎

�
志

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
主
任
を
命

ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
付
主
幹)

調
査
員

大
山

英
久

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室
主
任

を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
次
長)

同

渡
瀬

義
男

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
財
政
金
融
調
査
室
主
任
を
命

ず
る

(
副
館
長
・
総
務
部
長
事
務
取
扱)

副
館
長

生
�

至
剛

総
務
部
長
事
務
取
扱
を
解
く

(

収
集
部
長)

司

書

吉
永

元
信

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

総
務
部
長
を
命
ず
る

(

国
会
分
館
長)

同

内
海

啓
也

収
集
部
長
を
命
ず
る

(

収
集
部
付
司
書
監)

同

那
須

雅
熙

書
誌
部
長
を
命
ず
る

(

主
題
情
報
部
副
部
長
・
国
際
子
ど
も
図
書
館
資
料

情
報
課
長
兼
務)

同

千
代

由
利

司
書
監
を
命
ず
る

総
務
部
付
を
命
ず
る

国
際
子
ど
も
図
書
館
資
料
情
報
課
長
兼
務
を
免
ず
る

(

主
題
情
報
部
副
部
長
・
参
考
企
画
課
長
事
務
取
扱)

同

齋
藤
友
紀
子

司
書
監
を
命
ず
る

収
集
部
付
を
命
ず
る

(

関
西
館
事
業
部
長)

同

西
�
路
秀
彦

国
会
分
館
長
を
命
ず
る

(

総
務
部
企
画
課
長)

参

事

田
屋

裕
之

総
務
部
副
部
長
を
命
ず
る

総
務
部
企
画
課
長
事
務
取
扱
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
調
査
企
画
課
長)

調
査
員

齋
藤

憲
司

調
査
及
び
立
法
考
査
局
次
長
を
命
ず
る

(

資
料
提
供
部
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
長)

司

書

児
玉

史
子

収
集
部
副
部
長
を
命
ず
る

収
集
部
収
集
企
画
課
長
事
務
取
扱
を
命
ず
る

(

主
題
情
報
部
科
学
技
術
・
経
済
課
長)

同

長
谷
川
俊
介
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主
題
情
報
部
副
部
長
を
命
ず
る

主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
長
事
務
取
扱
を
命
ず
る

(

収
集
部
収
集
企
画
課
長)

同

岡
村

光
章

関
西
館
事
業
部
長
を
命
ず
る

(

関
西
館
資
料
部
収
集
整
理
課
長)

同

坂
�

亮
敏

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

総
務
部
副
部
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

兼
ね
て
国
会
分
館
参
考
課
長
を
命
ず
る

(

総
務
部
人
事
課
課
長
補
佐)

参

事

片
山

信
子

主
任
参
事
を
命
ず
る

総
務
部
付
を
命
ず
る

(

関
西
館
資
料
部
文
献
提
供
課
長)

司

書

�
本

紀

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

総
務
部
会
計
課
長
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
付
主
任

調
査
員)

調
査
員

中
川

秀
空

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務
課
主
査)

同

廣
瀬

淳
子

主
任
調
査
員
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
調
査
室
付
を
命
ず

る(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務
課
主
査)

同

中
根

憲
一

主
任
調
査
員
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務
調
査
室
付
を
命
ず

る(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
課
主
査)

同

柳
澤

房
子

主
任
調
査
員
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
付
を
命
ず

る(

総
務
部
付
主
任
参
事)

参

事

齋
藤

純
子

国
立
国
会
図
書
館
調
査
員
に
任
命
す
る

主
任
調
査
員
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付
を

命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
課
長)

調
査
員

江
澤

和
雄

調
査
及
び
立
法
考
査
局
調
査
企
画
課
長
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
課

長
補
佐)

同

岡
村
美
保
子

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
課
長
を
命
ず

る(

資
料
提
供
部
電
子
資
料
課
長)司

書

倉
光

典
子

主
任
司
書
を
命
ず
る

書
誌
部
付
を
命
ず
る

(

収
集
部
付
主
任
司
書)

同

村
上

清
子

資
料
提
供
部
付
を
命
ず
る

(

関
西
館
資
料
部
文
献
提
供
課
課
長
補
佐)

同

青
野
千
壽
代

主
任
司
書
を
命
ず
る

資
料
提
供
部
付
を
命
ず
る

(

関
西
館
総
務
課
長)

参

事

尾
崎

広
一

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

資
料
提
供
部
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
長
を
命
ず
る

(

書
誌
部
付
主
任
司
書)

司

書

大
幸

直
子

資
料
提
供
部
電
子
資
料
課
長
を
命
ず
る

(

国
会
分
館
参
考
課
長)

同

宇
津

純

主
任
司
書
を
命
ず
る

主
題
情
報
部
付
を
命
ず
る

(

主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
課
長
補
佐)

同

北
川

知
子

主
任
司
書
を
命
ず
る

主
題
情
報
部
付
を
命
ず
る

(

収
集
部
収
集
企
画
課
課
長
補
佐)

同

加
藤

浩

主
題
情
報
部
科
学
技
術
・
経
済
課
長
を
命
ず
る
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(
収
集
部
外
国
資
料
課
課
長
補
佐)

同

星

美
惠

主
題
情
報
部
新
聞
課
長
を
命
ず
る

(

資
料
提
供
部
付
主
任
司
書)

同

金
井

富
美

関
西
館
付
を
命
ず
る

(

総
務
部
会
計
課
長)

参

事

池
本

幸
雄

関
西
館
総
務
課
長
を
命
ず
る

(

関
西
館
付
主
任
司
書)

司

書

福
田

理

関
西
館
資
料
部
文
献
提
供
課
長
を
命
ず
る

(

国
際
子
ど
も
図
書
館
児
童
サ
ー
ビ
ス
課
長)

同

佐
藤

尚
子

関
西
館
資
料
部
収
集
整
理
課
長
を
命
ず
る

(

国
際
子
ど
も
図
書
館
付
主
任
司
書)

同

鈴
木

恭
子

国
際
子
ど
も
図
書
館
資
料
情
報
課
長
を
命
ず
る

(

主
題
情
報
部
付
主
任
司
書)

同

石
渡

裕
子

国
際
子
ど
も
図
書
館
児
童
サ
ー
ビ
ス
課
長
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
八
年
四
月
一
日
付
け

職
員
の
転
任

(

文
部
科
学
省)

大
山

努

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

(

国
土
交
通
省)

小
野
塚
猛
雄

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

(

京
都
大
学)

上
山

卓
也

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

(

国
立
情
報
学
研
究
所)

阪
口

幸
治

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

以
上
平
成
十
八
年
四
月
一
日
付
け

職
員
の
出
向

参

事

越
田

崇
夫

外
務
省
へ
退
職
出
向

同

豊
田

裕
昭

文
部
科
学
省
へ
退
職
出
向

同

金
井

貴
志

国
土
交
通
省
へ
退
職
出
向

司

書

筑
木

一
郎

京
都
大
学
へ
退
職
出
向

同

藤
原

由
華

京
都
大
学
へ
退
職
出
向

参

事

中
島

正
仁

国
立
情
報
学
研
究
所
へ
退
職
出
向

同

南
口

守

大
阪
府
へ
退
職
出
向

司

書

松
村

順
子

奈
良
県
教
育
委
員
会
へ
退
職
出
向

同

坂
梨

秀
子

福
岡
県
教
育
委
員
会
へ
退
職
出
向

以
上
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
け

参

事

村
木

孝
行

国
土
交
通
省
へ
出
向

司

書

小
野

孝

国
立
印
刷
局
へ
出
向

以
上
平
成
十
八
年
四
月
一
日
付
け

専
門
調
査
員
の
退
職

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任)

専
門
調
査
員

鈴
木

尚
子

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室
主

任)

同

富
田
美
樹
子

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
主
任)

同

岩
間
大
和
子

以
上
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
け

職
員
の
退
職

(

退
職
時
部
局)

総
務
部

参

事

石
川

吉
冨

同

牧
村

義
行

同

鎌
田

京
子

同

竹
中

千
帆

同

土
谷

直
斗

調
査
及
び
立
法
考
査
局

調
査
員

岡

幸
弘

同

渡
�

愛
子

同

瓦
田

一
彦

同

菊
池

君
子
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収
集
部

司

書

小
倉

純
一

書
誌
部

同

吉
成

順
江

同

服
部
富
美
子

資
料
提
供
部

同

米
村

明
史

主
題
情
報
部

同

相
島

宏

同

木
�

憲
男

同

藤
田

健
一

以
上
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
け

感
謝
状
の
贈
呈

永
年
に
わ
た
り
当
館
の
製
本
業
務
に
従
事
し
、
資

料
の
保
存
と
利
用
に
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
有
限

会
社
大
竹
製
本
所
代
表
取
締
役
安
部
弘
氏
に
対
し
、

感
謝
状
を
贈
呈
し
た

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
け

国
際
図
書
館
連
盟
資
料
保
存
コ
ア
活
動

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ)

セ
ン
タ
ー
長

会
議
お
よ
び
資
料
保
存
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

平
成
一
八
年
三
月
七
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
、
パ

リ
の
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
で
標
記
会
議
お
よ
び

｢

資
料
保
存
の
三
Ｄ
―
災
害
、
展
示
、
電
子
化｣

を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
た
。
当
館
か
ら
は
、
那
須
収
集
部
司
書
監
・
Ｉ
Ｆ

Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
長
が
出
席
し

た
。会

議
は
同
館
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
国
際
セ
ン
タ
ー
長
が
マ
リ
ー
＝

テ
レ
ー
ズ
・
バ
ー
ラ
モ
フ
氏
か
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

バ
リ
ラ
氏
に
交
代
す
る
の
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
評
価
と
今
後
の
戦
略

(

行
動)

計
画
お
よ
び
Ｉ
Ｆ

Ｌ
Ａ
資
料
保
存
分
科
会
と
の
連
携
協
力
に
つ
い
て
審

議
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
資
料
保
存
分
野
に
お

け
る
現
在
も
っ
と
も
重
要
な
三
つ
の
問
題
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
面
で
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る

講
師
が
招
か
れ
た
ほ
か
、
二
四
か
国
か
ら
約
一
八
〇

名
の
保
存
専
門
家
が
参
加
し
た
。
あ
た
か
も
立
体
映

画

(
三
Ｄ)

を
み
る
よ
う
に
、
論
点
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
、
図
書
館
や
文
書
館
で
今
後
取
り
組
む
べ
き
共

通
の
課
題
が
明
確
に
さ
れ
た
。

｢

平
成
一
七
年
度
視
覚
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
実

施
機
関
と
の
懇
談
会｣

平
成
一
八
年
三
月
一
〇
日
、
当
館

(
関
西
館)

に

お
い
て
、
視
覚
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る

公
共
図
書
館

(

五
館
五
名)

、
視
覚
障
害
者
情
報
提

供
施
設

(

六
機
関
六
名)

、
そ
の
他
関
連
団
体

(

二

機
関
二
名)

を
招
請
し
て
、
標
記
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
懇
談
会
は
当
館
と
各
団
体
と
の
連
携
・
協

力
を
図
り
、
参
加
館
相
互
の
交
流
を
深
め
、
相
互
理

解
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
一
一
年
度

か
ら
開
催
し
て
い
る
。

当
館
か
ら
は
、
本
年
度
か
ら
外
部
委
託
で
製
作
を

開
始
し
た
学
術
文
献
録
音
図
書
の
新
規
製
作
に
つ
い

て
の
報
告
を
中
心
に
、
平
成
一
七
年
度
の
視
覚
障
害

者
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
概
要
と
、
平
成
一
八
年
度
の
予

定
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
続
い
て
、
京
都
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
の
加
藤
俊
和
氏
か
ら
、

各
種
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
報
告
、
横
浜
市

中
央
図
書
館
の
斉
藤
恵
子
氏
か
ら
、
障
害
者
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
横
浜
市
内
の
図
書
館
連
携
お
よ
び
神
奈

川
県
内
で
の
他
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
っ
た
。

懇
談
で
は
、
当
館
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

各
種
の
改
善
要
望
を
受
け
る
と
と
も
に
、
学
術
文
献

録
音
図
書
の
製
作
に
関
し
て
は
、
録
音
製
作
実
施
機

関
か
ら
、
音
訳
方
針
な
ど
、
今
後
の
参
考
と
な
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。

541号／2006④国立国会図書館月報 ― 36―

NDL news当館の最近の動き



図
書
館
の

｢

現
在｣

を
お
伝
え
し
ま
す
！

Ｑ

カ
ト
リ
ー
ナ
の
襲
来
に
遭
っ
た
町
で
、
人
々

が
図
書
館
に
並
ん
だ
の
は
な
ぜ
？

Ａ

被
災
直
後
も
開
館
し
て
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
繋
が
っ
て
い
た
の
で
連
邦
危
機
管

理
庁
に
被
災
証
明
を
提
出
で
き
た
か
ら
。
ま

た
、
被
災
者
の
支
援
を
図
書
館

が
行
っ
て
い
た
こ
と
も
大
き
い
。

国
内
外
の
図
書
館
関
連
ニ
ュ
ー
ス

を
お
伝
え
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

『

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
‐
Ｅ』

(

月
二
回
配
信)

で
は
、
カ
ト
リ
ー

ナ
上
陸
か
ら
約
一
週
間
後
に
そ
の
時

点
で
の
被
災
の
状
況
と
そ
ん
な
状
況

下
で
の
現
地
の
図
書
館
の
必
死
の
活

動
を
報
じ
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス

に
対
す
る
反
響
は
大
き
く
、
色
々
な
方
面
か
ら
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
提
供
で
あ
っ
た
と
の
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
毎
日
毎
日
、
次
々
と
世
界
中
で
発
生
す

る
ニ
ュ
ー
ス
を
片
っ
端
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
続
け
、
完

全
な
ニ
ュ
ー
ス
依
存
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
我
が
身

が
少
し
報
わ
れ
た
思
い
が
し
た
一
瞬
で
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
業
務
の
一
部
と
し
て
行
っ
て
い
る

調
査
情
報
係
は
、
実
は
平
均
年
齢
二
○
代
の
若
手
職

員
三
名
と
週
一
日
来
て
頂
い
て
い
る
図
書
館
情
報
学

の
先
生
で
構
成
さ
れ
る
小
さ
く
て
若
い
係
で
す
。
異

国
の
言
葉
、
膨
大
な
情
報
量
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、

後
ろ
を
振
り
向
か
ず
に
走
り
つ
づ
け
る
毎
日
で
す
。

時
に
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
も
あ
る
報
告
書
に
目
を
通
し
た

り
、
や
や
こ
し
い
法
案
審
議
を
追
い
か
け
た
り
、
硬

く
て
難
し
い
話
題
も
取
り
上
げ
ま
す
が
、
一
方
で
関

西
的
気
質
の
多
い
係
で
も
あ
る
の
で
、

｢

ボ
ー
ト
図
書
館｣

｢

ロ
ボ
ッ
ト
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ア
ン｣

と
い
う
よ
う
な
キ
ャ
ッ

チ
ー
な
話
題
、
ち
ょ
っ
と
Ｂ
級
な
話

題
も
逃
さ
ず
お
伝
え
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

｢

ネ
タ
の
鮮
度
を
落
と
さ
ず
、
か

つ
、
旨
み
を
最
大
限
に
表
現
す
る
よ

う
に｣

と
、
さ
な
が
ら
お
寿
司
屋
さ

ん
の
よ
う
な
心
意
気
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
読
者
の
皆
様
か
ら
の
熱
い
ご
感

想
、
ご
意
見
、
愛
の
ム
チ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/
jp

/
lib

ra
ry

/

lib
_resea

rch
.h

tm
l)

(h
ttp

:/
/
w

w
w

.d
a
p
.n

d
l.g

o
.jp

/
ca

/
)

(

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課
調
査
情
報
係

ニ
ュ
ー
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
四
三
回

日
本
の

｢

美
し
き
時
代｣

―
大
正
時
代
に
生
ま
れ
た
も
の
―

平
成
一
八
年
五
月
一
八
日

(

木)

か
ら

七
月
一
八
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

幕
末
の
動
乱
の
後
、
急
激
に
西
洋
化
を
目
指
し

た
明
治
と
、
戦
争
へ
突
き
進
ん
だ
昭
和
前
期
に
挟

ま
れ
た
の
が
大
正
時
代
で
す
。
激
動
の
時
代
の
は

ざ
ま
で
わ
ず
か
一
五
年
と
い
う
短
さ
の
た
め
か
、

ど
こ
か
は
か
な
い
印
象
で
語
ら
れ
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
実
際
は
、
封
建
的
な
社
会
構
造
が
崩
れ

て
民
主
主
義
が
台
頭
し
た
、
大
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
時
代
で
し
た
。
社
会
運
動
が
活

発
に
行
わ
れ
る
一
方
、
い
わ
ゆ
る
百
貨
店
や
文
化

住
宅
が
誕
生
し
、
東
京
駅
も
開
業
し
ま
し
た
。
ま

た
、
映
画
や
演
劇
と
い
っ
た
娯
楽
も
発
展
し
、
全

国
中
等
学
校
野
球
大
会

(

現
在
の
高
校
野
球)

、

駅
伝
な
ど
も
始
ま
り
ま
す
。
今
で
は
年
末
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
る
�
第
九
�
が
日
本
で
初
演
さ
れ

た
の
も
こ
の
時
代
で
す
。

大
正
と
い
う
時
代
を
抜
き
に
し
て
、
今
日
の
日

本
の
生
活
風
景
を
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今

回
は
、
現
在
の
生
活
に
密
接
に
関
係
し
た
事
柄
が

生
ま
れ
た
時
代
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。



奈
良
県
立
図
書
情
報
館
開
館

〜
想
い
を
か
た
ち
に
〜

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

資
料
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
支
援
担
当

中

野

貴

世

子

平
成
一
七
年
一
一
月
三
日
。

薄
曇
り
。
暖
か
い
朝
だ
っ
た
。

｢

奈
良
県
立
図
書
館
整
備
基

本
構
想｣

の
策
定
か
ら
一
〇

年
余
り
。
前
夜
、
日
付
が
変

わ
ろ
う
か
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
開
館
準
備
作
業
に
追
わ

れ
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
あ

た
ふ
た
し
た
こ
と
な
ど
微
塵

も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、

多
く
の
人
の
思
い
を
の
せ
て

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
は
静

か
に
開
館
を
迎
え
た(

写
真)

。

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
へ
の
出
向

平
成
一
四
年
四
月
、
関
西
館
の
開
庁
か
ら
平
成
一
六
年
三
月
ま
で
、

私
は
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
資
料
部
ア
ジ
ア
情
報
課
に
出
向
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
関
西
館
で
は
、
平
成
一
四
年
一
〇
月
に
開
館
を
控

え
、
東
京
か
ら
関
西
へ
の
資
料
の
移
転
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
全
体
、
そ
し
て
各
部
署
、
各
方
面
の
業
務
を
勘
案
し
、
綿
密
に

組
ま
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
進
む
開
館
ま
で
の
半
年
を
、
平

成
一
七
年
の
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
開
館
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
こ
と
も
念
頭
に
入
れ
な
が
ら
一
緒
に
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

関
西
館
に
出
向
し
て
ま
ず
感
じ
た
の
は
、
事
業
や
予
算
の
規
模
の

大
き
さ
で
あ
る
。
例
を
一
つ
挙
げ
る
な
ら
、
ア
ジ
ア
情
報
課
と
旧
奈

良
県
立

(

奈
良
・
橿
原)

図
書
館
の
年
間
予
算
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。
運
び
込
ま
れ
る
資
料
の
数
、
施
設
の
大
き
さ
、
床
や

壁
、
家
具
調
度
に
至
る
ま
で
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
国
の
レ
ベ
ル
は
違

う
と
い
う
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
研
修
制
度
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
も
羨
ま
し
い
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。
資
料
や
語
学
な
ど
の
コ

ン
テ
ン
ツ
別
、
入
館
年

(

級)

別
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
東

京
本
館
と
関
西
館
同
時
に
受
講
で
き
る
シ
ス
テ
ム
は
素
晴
ら
し
い
。

ま
た
、
若
い
職
員
の
方
の
研
修
な
ど
で
の
発
表
の
場
、
外
部
と
の
折

衝
の
機
会
が
数
多
く
あ
る
こ
と
、
会
議
な
ど
で
は
職
場
で
の
立
場
を

超
え
て
、
フ
ラ
ッ
ト
に
意
見
が
交
わ
せ
る
環
境
に
あ
る
こ
と
も
重
要

な
こ
と
と
感
じ
た
。
新
し
い
組
織
の
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
つ
い
て
の
詳
細
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
検
討
さ

れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
何
度
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
改
訂
を

重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
効
率
的
な
館
の
運

営
が
可
能
に
な
る
こ
と
も
実
感
し
た
。
各
部
署
で
決
定
さ
れ
た
こ
と

が
、
そ
の
ま
ま
日
本
の
図
書
館
界
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
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な
る
こ
と
、
ま
た
ラ
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
責

任
の
重
さ
を
自
覚
し
な
が
ら
、
日
々
業
務
を
こ
な
し
て
お
ら
れ
る
職

員
の
方
々
の
姿
に
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
の
二
年
で
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
情
報
課
で
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
業
務

(

資
料
の
搬
入
か

ら
排
架
、
ラ
ベ
ル
表
示
、
選
書
、
情
報
収
集
の
方
法
な
ど)

を
経
験

し
、
当
館
で
の
外
国
語
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
て
大
い
に
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
の
魅
力

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
は
、
過
去
の
文
化
を
伝
え
る
古
典
籍
か
ら
、

刻
々
と
進
化
す
る
最
先
端
の
情
報
を
載
せ
た
電
子
メ
デ
ィ
ア
ま
で
、

多
様
な
形
態
を
持
つ
資
料
を
集
積
し
た
空
間
で
あ
る
。
資
料
か
ら
情

報
を
得
、
ま
た
パ
ソ
コ
ン

(

以
下
、
Ｐ
Ｃ
と
い
う)

か
ら
情
報
を
探

し
出
し
て
、
そ
れ
ら
を
融
合
さ
せ
、
利
用
者
が
独
自
に
新
た
な
モ
ノ

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。｢

想
い

(

ア
イ
デ
ア)

を
か
た
ち

に｣

を
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
に
、
所
蔵
資
料
だ
け
で
な
く
、
様
々
な

資
料
や
情
報
と
人
と
を
結
び
つ
け
、
利
活
用
で
き
る
場
を
提
供
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

建
物
は
、
地
上
三
階
、
地
下
一
階
、
延
べ
床
面
積
約
一
万
二
、〇
〇
〇

㎡
。
平
成
一
八
年
三
月
現
在
、
蔵
書
図
書
数
は
約
四
八
万
冊
で
あ
る
。

地
下
一
階
と
一
階
の
一
部
に
は
、
一
〇
〇
万
冊
ま
で
収
蔵
可
能
な

｢

自
動
化
書
庫｣

を
導
入
し
て
い
る

(

写
真)

。
当
館
で
は
貴
重
書
庫

以
外
、
通
常
の
書
庫
は
設
け
ず
、
す
べ
て
を

｢

自
動
化
書
庫｣

と
し

た
。
現
在
、
約
四
〇
万
冊
の
資
料
を
入
庫
し
て
い
る
。
入
庫
す
る
際

は
、
フ
リ
ー
入
庫
す
る
も
の
と
固
定
入
庫
す
る
も
の

(

新
聞
や
官
報
、

県
庁
文
書

(

公
文
書)

な
ど
一
部
の
資
料)

に
種
分
け
し
、
当
該
資

料
の
サ
イ
ズ
、
必
要
な
空
き
容
量
を
入
力
し
て
コ
ン
テ
ナ
を
呼
び
出

し
、
資
料
に
貼
付
し
た
Ｉ
Ｄ
を
読
み
取
っ
て
行
う
。
出
庫
す
る
際
は
、

書
庫
資
料
請
求
書
に
あ
る
資
料
Ｉ
Ｄ
を
読
み
取
り
、
あ
る
い
は
手
入

力
し
て
呼
び
出
す
と
、
最
大
秒
速
３

ｍ
で
移
動
す
る
ス
タ
ッ
カ
ー
ク
レ
ー

ン
が
、
コ
ン
テ
ナ
に
入
っ
た
資
料
を

各
階
に
一
つ
ず
つ
あ
る
出
納
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
搬
送
し
て
く
る
。
そ
の

間
、
所
要
時
間
は
約
三
分
で
あ
る
。

一
階
に
は
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
の
ほ

か
に
、
最
大
二
二
〇
人
が
入
れ
る

｢

交
流
ホ
ー
ル*｣

が
あ
る
。
人
数
に

よ
っ
て
三
部
屋
に
仕
切
る
こ
と
も
で

き
、
研
修
や
講
習
会
、
会
議
な
ど
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
階
は
情
報
ス
ペ
ー
ス
。
様
々
な
機
器
を
駆
使
し
て
情
報
を
加
工

編
集
、
自
ら
が
学
び
、
創
造
し
て
い
く
と
い
う
情
報
の
利
活
用
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
フ
ロ
ア
で
あ
る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
あ
る

｢

カ

フ
ェ
テ
ラ
ス｣

で
は
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
持
ち
込
み
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
楽
し
め
る
。｢

ア
ト
リ
エ｣

で
は
、
Ａ
３
サ
イ

ズ
ま
で
と
れ
る
ス
キ
ャ
ナ
と
フ
ィ
ル
ム
ス
キ
ャ
ナ
が
あ
り
、
画
像
の

取
り
込
み
、
編
集
が
で
き
る
。
商
品
を
撮
影
し
て
広
告
用
の
ポ
ス
タ
ー

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
な
ど
、
様
々
な
利
用
が
考
え
ら
れ
る
。

｢

オ
ー
サ
リ
ン
グ
ル
ー
ム*｣

で
は
、
映
像
や
音
声
の
加
工
編
集
が
で
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き
る
機
器
を
設
置
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
奈
良
を
観
光
し
て
撮
影

し
た
ビ
デ
オ
を
編
集
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
焼
き
付
け
て
自
分
だ
け
の
思
い
出

づ
く
り
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
大
判
の
プ
リ
ン
タ
ー
を
備
え
て
お
り
、

特
大
サ
イ
ズ
の
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
の
印
刷
が
手
軽
に
行
え
る
の
も
魅

力
の
一
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、｢

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ジ
オ*｣

で
は
、
撮

影
や
録
画
、
音
声
の
録
音
、
編
集
な
ど
が
行
え
る
。
ほ
か
に
も

｢

Ａ

Ｖ
ブ
ー
ス｣

や

｢
Ｌ
Ｌ
ル
ー
ム｣

で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ

を
視
聴
し
た
り
、
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
ブ
ー
ス
や
部
屋
の
利
用
は
、
二
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に
よ
っ
て
管
理
し
て
い
る
。
開
館
当
初
に
比
べ
、

｢

ア
ト
リ
エ｣

や

｢

オ
ー
サ
リ
ン
グ
ル
ー
ム*｣

の
利
用
が
次
第
に
増

え
て
き
た
。
現
在
で
は
一
日
中
、
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
あ
る
。

ま
た
、
目
や
耳
の
不
自
由
な
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、｢

点
字

音
声
出
力
装
置
室｣

を
設
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
点
字
図
書
や
読
み

上
げ
用
音
声
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
部
屋
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
多
く
、
そ
の
反
響
の
大
き
さ
に
、
現
状
で
は
こ

う
い
っ
た
設
備
の
あ
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
利
用
者
に
強
い

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
。
隣
の

｢

対
面
読
書

室｣

で
は
、
現
在
、
約
二
〇
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
登
録
い
た

だ
き
、
代
読
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

｢

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム*｣

で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
た
Ｐ
Ｃ

を
三
一
台
備
え
、
Ｉ
Ｔ
講
習
な
ど
に
利
用
す
る
ほ
か
、
研
修
の
な
い

時
は
Ｐ
Ｃ
利
用
席
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

閲
覧
席
は
四
一
〇
席
。
そ
の
内
、
Ｐ
Ｃ
利
用
席
、
持
ち
込
み
Ｐ
Ｃ

利
用
席
は
全
体
の
半
数
近
い
一
九
三
席
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
席
で
は
、

資
料
の
検
索
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
文
書
作
成
、
フ
ァ

イ
ル
の
読
み
込
み
、
保
存
、
印
刷

(

有
料)

な
ど
が
行
え
る
。
さ
ら

に
、
Ｐ
Ｃ
利
用
席
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ

の
閲
覧
も
可
能
で
あ
る
。

平
成
一
八
年
三
月
末
現
在
、
総
入

館
者
数
は
約
二
〇
万
人
、
一
日
平
均

約
二
、
〇
〇
〇
人
の
方
が
来
館
し
て

い
る
。
平
成
一
七
年
三
月
末
に
閉
館

し
た
旧
奈
良
図
書
館
と
比
べ
、
三
〇

歳
台
か
ら
四
〇
歳
台
の
い
わ
ゆ
る

｢

働
き
盛
り｣

の
利
用
が
大
幅
に
増

え
た
。
市
町
村
図
書
館
と
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
台

数
を
増
や
し
、
調
査
研
究
に
重
点
を

置
い
た
こ
と
が
利
用
者
の
世
代
の
変

化
と
な
っ
て
現
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
階
は
資
料
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
文
献
資
料
を
中
心
と
し
た
フ
ロ

ア
で
、
大
き
く
専
門
資
料
ス
ペ
ー
ス
と
一
般
資
料
ス
ペ
ー
ス
の
二
つ

に
分
か
れ
る
。
専
門
資
料
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
古
典
籍
、
古
絵
図
、
古

文
書
か
ら
明
治
以
来
の
奈
良
県
庁
文
書

(

公
文
書)

ま
で
、
奈
良
県

の
地
域
、
産
業
、
行
政
、
文
化
な
ど
に
か
か
わ
る
資
料
・
情
報
を
集

積
し
た

｢

ふ
る
さ
と
コ
ー
ナ
ー｣

、
そ
し
て
戦
後
五
〇
年
を
契
機
に
、

満
州
事
変
か
ら
終
戦
前
後
ま
で
の
戦
争
に
か
か
わ
る
当
時
の
資
料
や

記
録
資
料
、
約
五
万
点

(

非
図
書
資
料
一
万
点
を
含
む)

を
収
集
し
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た
｢

戦
争
体
験
文
庫｣

が
あ
る
。
一
般
資
料
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
約

一
五
万
冊
の
図
書
資
料
と
約
一
、五
〇
〇
タ
イ
ト
ル
の
雑
誌
を
開
架

し
て
い
る
。
こ
の
フ
ロ
ア
で
は
、
時
宜
に
適
っ
た
テ
ー
マ
を
選
ん
で

企
画
展
示
を
行
い
、
利
用
の
幅
が
よ
り
広
が
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

三
室
あ
る

｢
グ
ル
ー
プ
研
修
室｣

は
、
少
人
数

(

三
人
〜
八
人)

で
の
グ
ル
ー
プ
学
習
や
研
究
発
表
な
ど
に
利
用
で
き
る
。
ま
た
、
フ

ロ
ア
の
南
側
に
面
し
た
明
る
い
個
席
で
は
庭
の
四
季
を
、
東
側
の
個

席
で
は
佐
保
川
の
風
情
が
窓
下
に
楽
し
め
る
。
ゆ
っ
た
り
静
か
に
本

を
繰
る
こ
と
の
で
き
る
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

当
館
は
、
文
献
資
料
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ

ル
情
報
も
駆
使
し
た
調
査
研
究
の
た
め
の
図
書
館
を
目
指
し
、
①
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
支
援
、
②
ビ
ジ
ネ
ス
・
行
政
支
援
、
③
地
域
研
究
支

援
、
④
交
流
支
援
の
四
つ
の
柱
を
キ
ー
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
中
心

と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
図
っ
て
い
る
。
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
支
援

で
は
、
資
料
の
予
約
や
貸
出
状
況
の
確
認
、
貸
出
の
延
長
手
続
き
に

加
え
て
、
利
用
者
が
登
録
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
関
す
る
資
料
情
報
を

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に
始
め
た
。
ま
た
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

館
内
に
各
種
ソ
フ
ト
を
搭
載
し
た
機
器
類
を
配
置
し
、
利
用
者
自
身

の
情
報
発
信
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
く
た
め
、
情
報
サ
ポ
ー
タ
ー

(

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア)

の
養
成
や
利
用
者
向
け
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
開
催
な
ど
も
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
行
政
支
援
で
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
行
政
支
援
コ
ー
ナ
ー

｢

Ｂ
‐
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ｣

を

立
ち
上
げ
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
地

域
研
究
支
援
で
は
、
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
所
蔵
絵
図
の
デ
ジ
タ

ル
画
像
が
、
さ
ら
に
高
画
質
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
立
国
会
図
書
館
と
の
連
携

利
用
者
の
求
め
る
情
報
を
迅
速
的
確
に
探
し
出
す
た
め
、
総
合
目

録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
情
報
の
相
互
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
デ
ー

タ
提
供
館
と
し
て
徐
々
に
登
録
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も

国
立
国
会
図
書
館
と
公
共
図
書
館
が
お
互
い
に
研
修
の
場
を
提
供
し

合
い
、
情
報
の
交
換
・
共
有
を
図
り
、
相
互
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

で
、
双
方
の
図
書
館
運
営
が
向
上
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

お
わ
り
に

図
書
館
に
勤
務
し
て

｢

開
館｣

を
二
度
体
験
で
き
る
人
は
そ
う
い

な
い
だ
ろ
う
。
関
西
館
開
館
を
契
機
に
生
ま
れ
た
人
事
交
流
で
、
奇

し
く
も
私
が
そ
れ
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
準
備
作
業
は
大
変

だ
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
し
遂
げ
る

喜
び
は
大
き
い
。
関
西
館
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
い
ろ
い
ろ
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
奈
良
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
今
後
も
新
し
い
魅
力
の
発
信
・

循
環
の
基
地
と
し
て
、
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
の
サ
ー
ビ
ス
展
開
に

役
立
て
て
い
き
た
い
。

高
円
山
の
夏
の
送
り
火
、
若
草
山
の
山
焼
き
、
佐
保
川
沿
い
の
桜
…

四
季
の
移
ろ
い
の
当
館
か
ら
の
眺
め
は
格
別
で
あ
る
。
お
近
く
に
お

越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
た
い
。

＊
印
は
有
料
施
設
。

(

な
か
の

き
よ
こ)
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NDL‐OPACで地形図が検索できます

当館では NDL‐OPAC (http://opac.ndl.go.jp/index.html) において､ 10万件を

超える地図資料の書誌データを提供していますが､ このたび国土地理院とその前身が

刊行した地形図の遡及データが､ すべて検索可能となりました｡

平成18年４月２日現在で､ 上記機関刊行の二万五千分の一地形図27,385件､ 五万分

の一地形図17,565件等合計49,648件の地形図を検索することができます｡ そのほか､

当館の地図コレクションの一つ｢渡辺文庫｣ (明治時代から昭和時代の地図約5,600枚か

ら成る｡ そのうち4,970枚は陸地測量部作成の地形図｡) も検索可能となりました｡

これらの地図資料は東京本館４階地図室において閲覧に供しています｡

今後も地図資料の遡及入力を継続していく予定です｡ 平成18年度は､ ｢外邦図｣､ ｢都

市地図｣ 等をおもな入力対象としていますが､ データ入力作業のため､ 一部資料の利

用を休止する時期がありますので､ ご了承願います｡

利用を休止する資料の詳細につきましては､ 地図室カウンターおよび地図室内の掲

示等で随時ご案内をいたします｡

また､ 明治期刊行の海図につきましても､ 入力準備作業および修復準備作業を進め

ており､ ご利用になれない場合があります｡

ご迷惑をお掛けいたしますが､ ご理解の程お願い申し上げます｡

(主題情報部人文課地図係)
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検索画面

タイトルに図名を入力します。

武蔵府中

地図にチェックを入れます

□地図

お 知 ら せ



＜検索方法＞

NDL‐OPACでは､ ｢一般資料の検索/申込｣ 画面で資料群 ｢和図書｣ にチェックを

入れて検索します｡ (図３参照｡) 研究課題名､ 書名､ 研究種目､ 研究代表者名､ 研究

機関名､ 研究課題番号､ キーワードなどから検索できます｡ 研究課題番号で検索する

場合には､ ｢書誌拡張検索｣ 画面で標準番号欄を ｢科研費課題番号｣ に設定した上で､

番号を入力してください｡ キーワードは､ ｢科学研究費補助金データベース｣ で付与さ

れているキーワードを流用しており､ 非統制です｡ なお､ NDL‐OPACでは研究分担

者名からは検索できません｡ ご注意ください｡

＜科学研究費補助金データベース＞

科学研究費補助金データベース (KAKEN) (http://seika.nii.ac.jp/ 最終アクセ

ス：平成18年３月14日) は､ NIIが文部科学省および日本学術振興会と協力して作成

する無料データベースで､ 昭和61年以降の採択課題および昭和60年以降の実績報告・

成果概要のデータを収録しています｡ データベース全文が検索対象となっており､

NDL‐OPACでは検索項目となっていない研究分担者､ 研究概要などからも検索でき

る便利なツールです｡

昭和59年以前の研究課題や課題番号を調べるには､ 『文部省科学研究費採択課題一覧』

や 『学術月報』 増刊号があります｡ 詳しくは参考文献１～３をご参照ください｡

＜結びにかえて＞

総合科学技術会議による ｢諮問第5号 ｢科学技術に関する基本政策について｣ に対す

る答申｣ (平成17年12月27日) によれば､ ｢研究者が公的な資金助成の下に研究して得

た成果を公開する目的で論文誌等で出版した論文については､ 一定期間を経た後は､

インターネット等により無償で閲覧できるようになることが期待される｡｣ とされてお

り､ 今後､ 科研費報告書の形態も冊子体から電子媒体に変わっていくのかもしれませ

ん｡ どんな媒体であっても､ 国民の税金で賄われる研究の成果を社会へ還元するため､

科研費報告書を保存し､ 将来にわたって利用の機会を保障することは NDLの重要な

任務であり､ より一層利用しやすい環境を整えていかなければならないと考えていま

す｡

(関西館資料部文献提供課 立
たて

松
まつ

真
ま

希
き

子
こ

)
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(332), 1988.11, pp.28-24

３. 後藤悦子. 文部省科学研究費補助金成果報告書の所蔵状況と所蔵調査方法. 科学技術文献サー

ビス. (118), 1999.3, pp.1-4

４. 松木秀彰.科学研究費補助金の ｢研究成果報告書｣ ができるまで. 情報の科学と技術. 54(6),

2004, pp.282-288
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＜利 用＞

科研費報告書は以前は来館利用のみでしたが､ 平成15年６月から図書館間貸出で利

用できるようになりました｡ 平成16年５月以降 NDL‐OPACで検索可能となったこ

ともあり､ 利用が増加しています｡ 図１および図２は､ 平成15年６月から平成17年12

月までの科研費報告書の利用件数 (月計) の半年ごとの数値をグラフ化したものです｡

平成18年２月には､ 利用提供のための情報 (個体情報) の整備が完了し､ NDL‐

OPACからの利用申込みがさらに便利になりました｡
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図１ 来 館 利 用

図２ 遠 隔 利 用

図３ NDL‐OPAC検索画面 (書誌拡張検索)

��主な検索可能項目と入力欄

◆研究課題名・書名・研究種目

⇒ [タイトル] 欄

◆研究代表者名・研究機関名

⇒ [著者・編者] 欄

◆研究期間・出版年

⇒ [出版年] 欄

◆キーワード

⇒ [件名] 欄

◆研究課題番号

⇒書誌拡張検索画面で ｢標準
番号｣ を科研費課題番号に
設定

�

�



なお､ 図書として整理されていた時代の科研費報告書､ 民間の出版社から単行本や

雑誌の形態で発行された科研費報告書は､ 東京本館で所蔵しています｡

独自の資料群としての科研費報告書 (国立国会図書館分類表 Y151付与) の所蔵数

は､ 13万7,214件 (平成18年３月14日現在) です｡ 年間の受入 (受理) 数は､ 近年､

9,000件前後で推移しています｡

＜整 理＞

国立情報学研究所 (以下 ｢NII｣ という) から ｢科学研究費補助金データベース｣

(後述) の収録データの提供を受け､ 整理に利用しています｡ 一般の図書の整理方式を

適用しない資料群であるため､ 『日本全国書誌』 には収録されませんが､ NDLの蔵書

検索データベースである国立国会図書館蔵書検索・申込システム (以下 ｢NDL‐OPAC｣

という) では検索が可能です｡

請求記号の一部に研究課題番号や領域番号を用いるのも､ 一般の図書との違いのひ

とつです｡ 科研費報告書の請求記号体系は表４のようになっています｡
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表３ 科研費報告書の納入・整理・利用提供体制の変遷

昭和40年代末頃 文部省文部図書館経由で納入開始｡ 図書として整理｡

昭和52年頃 文部省学術国際局研究助成課から直接一括納入開始｡

昭和58年８月 独自の資料群として整理､ 保管､ 提供を開始｡

※担当部署 ～昭和61年５月 参考書誌部一般参考課 (国連・官庁資料室)
～平成14年３月 専門資料部官庁資料課 (官庁・国際機関資料室)
～平成14年４月 議会官庁資料課 (法律政治・官庁資料室)

平成14年４月末 東京本館での整理､ 保管､ 提供業務の停止｡ 整理業務は関西館資料部収
集整理課へ引継ぎ｡

平成14年５月 関西館へ移送｡

平成14年10月 関西館開館に伴い提供再開｡ 保管､ 提供担当は関西館資料部文献提供課｡

平成15年６月 図書館間貸出開始｡

平成16年度 文部科学省または日本学術振興会からの一括納入から､ 研究機関から関
西館への直接送付に変更｡

表４ 科研費報告書の請求記号体系

研究課題番
号を用いる
もの

Y151
①

－H
②

07102010
③

①分類記号 ②新規採択年度の元号 (アルファベット表記) の頭
文字 ③研究課題番号
07＝新規採択年度 (平成７年度) 10＝研究種目 2010＝一連番号

特別推進研
究､ 基盤研
究などに適
用

領域番号を
用いるもの

Y151
①

－TR
②

119
③

－072
④

①分類記号 ②研究種目の略称 (アルファベット表記)
③領域番号 ④報告書到着順

特定領域研
究などに適
用



二つ穴のフラットファイルに綴じただけの簡易なものまで､ その形態はさまざまです｡

また､ 雑誌論文の抜刷集のようなもの､ 各章が分担執筆されているもの､ 用語集やオー

ラルヒストリーが報告書とされているものなど､ 報告形式・内容も多岐にわたってい

ます｡

国立国会図書館 (以下 ｢NDL｣ という) で所蔵するのは､ 提出義務のある ｢研究成

果報告書｣ がほとんどですが､ 提出義務のない報告書が送付された場合も整理し､ 保

存しています｡ NDLではこれらを ｢科研費報告書｣ と総称します｡ 本稿ではこの ｢科

研費報告書｣ をご紹介します｡

＜納入の経緯と所蔵状況＞

科研費報告書の納入は昭和40年代末頃からはじまり､ 当初は一般の図書と同様に整

理していましたが､ 納入量の増加および資料の性格を勘案して､ 昭和58年から独自の

資料群として整理から保管､ 利用提供までを一括して行うようになりました｡ 平成14

年に科研費報告書が関西館へ移送され､ 以後､ 関西館において整理､ 保管､ 利用提供

を行っています｡ 科研費報告書の納入､ 整理・保管・利用提供体制の変遷の概要を表

３にまとめました｡
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表１ 研究成果報告の種類

種 類 内 容

研究実績
報告書

研究期間の毎年度末に､ 研究
代表者の所属する研究機関を
通じて､ 補助金交付者の文部
科学省または日本学術振興会
へ提出されるもの｡ この報告
書の概要部分が国立情報学研
究所でデータベース化される｡

研究成果
報告書

研究期間が終了した翌年度の
６月30日までに､ 研究代表者
(特定領域研究の場合は領域
代表者) の所属する研究機関
を通じて､ 国立国会図書館関
西館へ１部送付するもの｡ 関
西館で保存され､ 利用に供さ
れる｡ あわせて､ 各研究機関
の図書館等にも送付し利用に
供すことが推奨されている｡

研究成果
報告書概
要

研究成果報告書と同時に作成
され､ 研究代表者の所属する
研究機関を通じて､ 補助金交
付者の文部科学省または日本
学術振興会へ提出されるもの｡
国立情報学研究所でデータベー
ス化される｡

表２ 科研費の ｢研究種目｣ と研究成果報告
書・研究成果報告書概要の提出義務

補助金
交付者

研究種目等
研究成果
報告書
提出義務

文 部
科 学 省

科学研究費 特別推進研究 有

特定領域研究 有

萌芽研究 有

若手研究

特別研究促進費 有

研究成果公
開促進費

研究成果公開
発表

特別研究
員奨励費

日本学術
振 興 会

科学研究費 基盤研究 研究期間
２年以上の
もの：有

奨励研究

研究成果
公開促進
費

学術定期刊行物

学術図書

データベース

学術創成
研究費

有

(参考) 『科研費ハンドブック－よりよく使って
いただくために－(研究機関用)』(2004年版)
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第４回 文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書

【連載目次】

１. 科学技術資料－はじめに (538号)

２. 洋雑誌 (539号)

３. 国内博士論文 (540号)

４. 文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書 (本号)

５. 科学技術資料－海外博士論文 (次号)

６. 科学技術資料－欧文会議録

７. 科学技術資料－学協会ペーパー

８. 科学技術資料－テクニカルレポート

９. 科学技術資料－規格資料

10. アジア資料

＜｢科研費｣ とは＞

文部科学省の予算による補助金のひとつである科学研究費補助金は､ 我が国の学術

振興に寄与することを目的として､ 人文・社会科学から自然科学までの全ての分野に

わたり､ 研究者の自由な発想に基づく､ 基礎から応用までのあらゆる ｢学術研究｣ に

対して交付される競争的研究資金です｡ 略して ｢科研費｣ と呼ばれます｡ (以下 ｢科研

費｣ という｡)

科研費の起源は大正7年創設の ｢科学研究奨励費｣ (当初予算14万5,000円) ですが､

以降､ 漸次統合を経て､ 昭和40年にこの名称となり現在に至ります｡ 予算額は年々増

加し､ 平成17年度は前年度に比べて50億円増の約1,880億円が計上されています｡ 同年

度の応募件数は約12万5,000件､ 採択件数 (新規採択・継続採択) は５万2,000件を超

えています｡ 研究分野別の配分状況は採択件数ベースで､ 生物系約45％､ 理工系約35

％､ 人文・社会系約18％､ その他約２％であり､ 全ての分野を対象にするとはいえ､

助成対象のほとんどは自然科学､ 科学技術分野です｡ 従来､ 応募資格は大学等の研究

者だけでしたが､ 平成16年度から民間企業の研究者も応募できるようになりました｡

科研費の概要を知るには､ 日本学術振興会ホームページの ｢科学研究費補助金｣ の

ページ (http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/index.html 最終アクセス：平成18

年３月14日) が参考になるでしょう｡

＜研究成果の報告の種類＞

科研費による研究成果の報告には､ 表１のように３種類があります｡ 科研費は､ 特

別推進研究､ 特定領域研究､ 基盤研究などの研究種目に分かれており､ ｢研究成果報告

書｣ と ｢研究成果報告書概要｣ の提出義務は研究種目によって異なります｡ (表２参照｡)

｢研究成果報告書｣ は冊子体で提出されますが､ 製本された堅固な装丁のものから､
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近代デジタルライブラリー､ 明治期刊行図書約67,000冊を追加公開

近代デジタルライブラリー (http://kindai.ndl.go.jp/) では､ 平成18年４月４日に､

新たに約50,000タイトル (約67,000冊) の資料の追加公開を行いました｡ 対象資料は､

これまで著作権の有無が不明なため利用許諾を得ることができなかった資料等につい

て､ 今年１月に文化庁長官の裁定を受けたも

のが中心です｡

公開総数は､ 今回の追加公開により､ 約

89,000タイトル (約127,000冊) となります｡

これは､ 当館が所蔵する明治期刊行図書約17

万冊の約75％にあたります｡

また､ 追加公開と同時に､ 近代デジタルラ

イブラリーのホームページも､ リニューアル

しました｡ デザイン､ 本文画像形式､ ビュー

アソフト等を一新し､ より使いやすく改善し

ています｡

資料が充実し､ 新しくなった近代デジタルライブラリーを是非ご活用ください｡ (な

お次号には､ 平成12年度から実施してきた明治期刊行図書の著作権処理､ 電子化事業

を振り返る特集記事を掲載予定です｡)

(関西館事業部電子図書館課)
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公開総数 (冊数) の推移

収録資料
が倍増!!
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お 知 ら せ

リニューアル後のホームページ
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本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は､ それぞれ筆者の個人的見解であることをお断
りいたします｡ 本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には､
事前に当館総務部総務課に連絡してください｡ 本誌517号以降､ PDF 版を当館ホームページ
(http://www.ndl.go.jp ― ｢刊行物｣ ― ｢国立国会図書館月報｣) でご覧いただけます｡

表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

利用できる人 どなたでも利用できます (ただし資料室は満18歳以上の方)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 時 間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､

年末年始､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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Kinka gyofu with penciled notes by P.F. von Siebold
(Random notes on rare books, 458)

To be more accessible and helpful: NDL's efforts for improvement
of services 1

Meeting of Directors of the IFLA/PAC Regional Centres in
Asia and others and the open seminar 4
Open seminar on the documentary heritage damaged by the

Indian Ocean Tsunami Kiyonobu Isaka 5
Meeting of Directors of the IFLA/PAC Regional Centres in

Asia and others Masaki Nasu 9
46th meeting of the Council on Organization of Materials on

Science and Technology 16
1st liaison meeting with staff of university libraries 18
Report of the 13th forum for libraries participating in the

National Union Catalog Network 19
Training program on reference FY2005 20
Open lecture on statutes, parliamentary documents and official

publications FY2005 21
Invitation of Dr. Kai Ekholm, Director of the National Library

of Finland 22
NDL budget for fiscal 2006 24
Opening of the Nara Prefectural Library & Information Center:

giving shape to our concept Kiyoko Nakano 38

Books not commercially available 14
Publications from NDL 15
Monthly official report 26
NDL news 36
Tidbits of information on NDL 37
Collections of the Kansai-kan � 47

＜Announcement＞
Announcement of regular exhibition 37
Topographic maps now searchable on the NDL‐OPAC 42
About 67,000 books printed in the Meiji era added to

the Digital Library from the Meiji Era 48
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